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　戦後まもなく、国土復興に取り組むために、従来

から存在していた設計事務所や設計家という観点で

無く、コンサルティング・エンジニアとしての役割

と社会的意義を持ち、発注者の立場に立ちながらも

中立性を堅持して、エンジニアリング･サービスを

行うという建設コンサルタントが誕生した。同時期

の昭和 26 年には日本技術士会が誕生し、国や自治

体の公共事業に技術士が起用されるようになると、

昭和 32 年には技術士法が制定された。技術士が未

来の技術士会の隆盛を視野に、職業としての資格制

度を認知させたのである。

　それから 50 年が経過したが、技術者の真摯な努

力と研鑽によって、専門技術分野の追求がより深

く、鋭くなされてきたことは言うまでも無い。しか

し、求められる技術サービスの内容はそれ以上に多

様化・複雑化しており、技術士は社会の混沌とする

諸課題について、相互の折り合いを総合的に調整為

し得たのかとなると、やはり多くの「宿題」を積み

残してきたのではないかという反省もある。

　対応すべき課題には、社会・経済の問題が構造を

変えながら複雑化して融合しており、技術者が別個

に独立した専門技術を並列して議論する、得意技術

分野だけで調整や検討を繰り返すのでは対応しきれ

ないというのが実態である。自らの技術に加えて、

自らの組織が持ち得ない、他部門に跨るソフト・ハー

ド技術を活用する対応が必要になっている。

　先般、宮城県技術士会の記念講演会で「牡蠣の森

を慕う会」代表、畠山重篤氏に活動のお話を伺った。

海を豊かにするために最上流の山に植林をし、河川

流域の水環境を保全し、その成果で海の植物性プラ

ンクトンを豊富にするという。大がかりで気の長い

活動である。ところが、この支援を行政や大学に要

請しても、縦割り社会の中で仕事をしている関係上、

専門以外の活動や知識収得には興味を示してくれな
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いとのこと。その際に、技術士会も似た組織でしょ

うとのコメントをいただいた。

　ご指摘のように、技術士は専門技術の細分化・専

門高度化に熱心ではあっても、縦割り組織の中に埋

没するような純粋培養技術者になってはいけない。

　技術士には事象の表面にとらわれることなく、大

所・高所的な物の見方や考え方を持って問題の因果

関係を追求し、適正な解決方法を導き出す責務があ

る。

　そのためには専門技術に加えて、政治･社会・経済・

教育･文化･環境等の事柄についても自分なりの価値

観を持ち、あるいは哲学的かつ倫理的な面で自分自

身の思い描いた理想を説き、志向すべき技術サービ

スを追求する、加えて地域住民の感情と心の動きを

察知するという惻隠の情を持ちながら、これらの能

力を総合的に織り交ぜながら、問題解決の情報を発

信しなければいけないと思う。

　先輩技術士の方には先達の志を理解され、日頃か

ら先頭に立って活動をしていただいているところで

すが、組織が高齢化していることは否めない。そこ

で、若手を巻き込んで、あるいは官公庁・自治体の

技術士の方にも参加していただいて、立場や職種が

異なる技術士が集まりながら、技術開発及びその運

用について意見交換や交流を深め、物事を多面的に

見て新たな価値を創造することが出来れば、自ずと

技術士の考え方や知識にも広がりができて活躍の場

は大きくなると思う。その意味からも技術士会を技

術相談所、技術情報の発信源にしたいと思う。

　若手技術士諸君にお願いしたいのですが、受身の

姿勢や内輪の活動では自らの活躍の場を狭くする。

技術士資格を積極的に利用して、技術士会から情報

発信をしましょう。力強い活動の一歩を期待します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

巻 頭 言

「技術士」の志を次世代につなげたい

（社）日本技術士会東北支部��支部����支部���支部��

吉田�������
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　本�は、��� 3��、� 3 �年�までの年�の本�は、��� 3��、� 3 �年�までの年�の

サンプリング状況と、国際日本文化研究センター安

田喜憲教授らの研究グループによる活動や成果を県

の年�パンフレット２) より紹介し、本�の「環境史

の窓」としての新たな魅力を伝えるものである。

2. 一ノ目潟の概要
2.1　位置
本�は、秋田県男鹿半島北西部に分布する三つの目

潟マール群の一つであり、最も内陸側に位置する。

2.2　地形・地質
　本�は��� 600�、水深� �5� で����を本�は��� 600�、水深� �5� で����を

呈し目潟火山群の中で最大である。��は��平ら

で、洗面器状の地�を呈する。
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技術漫歩

－過去 3 万年間の環境史を刻んだ年縞堆積物を採取－

技術士（応用理学部門、建設部門）
奥山ボーリング（株）調査設計部課長　

鈴木�� ��� � �

「環境史の窓」としての魅力を加えた男鹿一ノ目潟

1. はじめに
　一�目潟は、秋田県男鹿半島に位置し水�気�発一�目潟は、秋田県男鹿半島に位置し水�気�発

により�成したマールと呼ばれる�である。本�は、

噴出物に上部マントルを構成するかんらん岩を含む

ことから“地質屋”にとっては「地球の窓」として

有名な場所である。その希少さから 200� 年に「国

の天然記念物」や「日本の地質百選」に選定された１)。

　一方、�年、本�はその地�等の��から�土�一方、�年、本�はその地�等の��から�土�

物や微化石等が��に年輪の様にきれいに�状に堆

積、保存されている可能性が高い希な�であること

が判明した。これら�状堆積物は「年�」と呼ばれ、

堆積時の一年毎の環境情報を把握できる環境資源と

して注目を浴びている。秋田県ではこの環境資源に

注目し、2006 年に��の年�堆積物の採取を実施。

小職も本調査に関わることができた。

 写真 1 目潟の俯瞰写真２)

一�目潟年�パンフレットより。一番奥が一�目潟。

図 1　一�目潟の位置

写真 2　一�目潟全景



ー�ー�ーー

平成 20 年 7 月 1 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 47 号

　�新�最�期に水�気�発により�成したマール�新�最�期に水�気�発により�成したマール

�とされ、泥流、降�軽石、スコリア等の噴出物が

周囲の安山岩やシルト岩、段丘堆積物を被覆する。

本質物質は安山岩とされ、異質物として�部地殻や

上部マントル起源のかんらん岩等の岩片を含む３)。　　

　地殻の最大厚さは一般に海洋で 6k�、大陸で �0k�

程度であり４)、その�位の物質が本�で見られると

いうことになる。

　

　����� を多く含む。�重は 3�2 � 3�� と大きく、手で持つ����� を多く含む。�重は 3�2 � 3�� と大きく、手で持つ

とずっしり重い。

　以上のように、本�は上部マントルの岩石が見ら以上のように、本�は上部マントルの岩石が見ら

れる希少なマールであることが評価され、200� 年

に国の天然記念物に指定された他、日本の地質百選

の一つにも選定された１)。なお、地質百選には東北

では他に岩手県の龍泉洞等10箇所が選ばれている。 

2.3　年縞形成の視点から見た一ノ目潟の環境
　本�は、その�状から�期には表面の水が�めら本�は、その�状から�期には表面の水が�めら

れて�重の小さい�かい水となり、冷たく�重の大

きい水の上に安定して位置する「水温成層」が水深

5� �後に顕著に発達する３)。水温成層の�成中は、

�に��で溶存酸素が著しく減少するため��生物

の生息や攪乱が無い。また、洗面器状の地�を呈し

波が立ちにくいことや、目立った流入河川がなく供

給土砂が少ないこと、さらには深度が�5�と深く「水

温成層」が�成され対流が発生しにくいといった�

�を有する。以上の理由で、本�の��に美しい年

�が�成する環境が揃っていると考えられている。

3.  年縞とは
　年�は�から�に��する��の��による��年�は�から�に��する��の��による��

層の�成とその後の�土物質の堆積を基本とし、花

粉、プランクトン、大型動植物�体、黄砂の混入や

タービダイトの堆積により�沼や大気環境、気候変

動、自然災害の頻度、人間活動が環境に及�した影

響等が復元可能とされる２）。以上のように年�に含

まれる情報は明瞭かつ膨大である。年�の名付け親

でもあり本研究リーダーの安田教授は、「年�はバー

コード状を示しガイア（大地）の DNA とでも言う

べきものであり、過去の気候変動や人間の自然破壊

の歴史が 1 年単位でその中に記録されている」とそ

の魅力を以上のように表現している。 

4.  一ノ目潟の調査分析概要
　2006 年 11 �� 12 �に��から 3��5� の深さ2006 年 11 �� 12 �に��から 3��5� の深さ

までの年�が採取され５）、その後、分析作業が行わ

れている。以�にその状況を紹介する。

��1  年�採取

　�置は年�採取を安定的に行うための��と採取�置は年�採取を安定的に行うための��と採取

機械から構成される。��は 3� × 6� × 1�5� の

フロートを�岸で組み立て 9� × 19� × 1�5� の

図 2　日本列島の地質と構造４)

写真 3　一�目潟�畔で採取したかんらん岩

図 3　��堆積物（年�）の�成メカニズム２）
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大きさにした。フロート内は貯水機能を有し、��

を水平に保つ構造となっている。��にはボーリン

グマシンの他、ウインチ付きのアンカーや揺れ止め

の��挿入鋼管を搭載し、安定したサンプリング環

境を整備した。��は、GPS で位置を確認しなが

ら�の中央に曳航した。

　年�分析のための�攪乱��は、ステンレス�年�分析のための�攪乱��は、ステンレス�

チューブを格納した水圧式シンウォールサンプラー

で、�0c� ずつ計 9� 本採取した。ボーリングは計

3 孔、延べ 100� 行い、1 孔目と 2 孔目の採取深度

を �0c� ずらし採取状況の悪い箇所を取り�す等、

年�の継目が生じない様に慎重に実施した。また、

��は定方位で採取し、古地磁気分析にも活用でき

る様に配慮した。

　採取されたチューブ��は�岸に設置した�設作採取されたチューブ��は�岸に設置した�設作

業所で�ちに半割し、観察、写真撮影後、各研究機

関へステック状に小割りし送付された。

　採取期間中は、年�や�波�査、花粉、��、火採取期間中は、年�や�波�査、花粉、��、火

山、年代測定、大型化石、古地磁気等を専門とする

多くの研究者が採取状況の見学に訪れた。研究者は

年�の美しさに驚嘆し、広域火山灰で知られる姶良

T� 火山灰層（� 2 � 5 千年�）や三�目潟起源の

火山噴出物等が確認されるたび興奮していく様子が

伺えた。また、採取期間中はワークショップや市民

写真 �　サンプリング�置の状況

写真 5　年�採取状況

図 �　サンプリング�置のイメージ図２）

写真 6　採取�後の年�状況確認作業
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対象の見学会、マスコミへの発表もなされ、一�目

潟年�の魅力が広報された。

4.2　これまでの調査で明らかになったこと
　本�の年�分析は始まったばかりであるが、現在

まで判明した花粉等の分析結果の一端を、県の年�

パンフレットをもとに紹介する２）。

（1）秋田杉が拡大した時代は今から 3500 年�

　　ス�やブ�、�ラ等の花粉が確認され、そのス�やブ�、�ラ等の花粉が確認され、その

　 分析等から 3500 年�より秋田杉の森林が発達し分析等から 3500 年�より秋田杉の森林が発達し

 　た。　た。た。

（2）古墳時代の秋田は雪の多い冷涼多湿の時代

　　3 ��� � ���の古墳時代は年平�気温が現3 ��� � ���の古墳時代は年平�気温が現

　在より 3��後�く、降水�は年間 500��、�在より 3��後�く、降水�は年間 500��、�

　は �00�� 多い冷涼多湿の時代であった。は �00�� 多い冷涼多湿の時代であった。

（3）男鹿半島が大規模に開拓されたのは西暦 1000

    　　� 1150 年　　� 1150 年� 1150 年

　　中�温�期に相�する西暦 �00 年� 1000 年は中�温�期に相�する西暦 �00 年� 1000 年は

　秋田杉が最も拡大したが、西暦 1000 年頃に秋田秋田杉が最も拡大したが、西暦 1000 年頃に秋田

　杉が�減し 1150 年にはブ�も�減。その後、イが�減し 1150 年にはブ�も�減。その後、イ

　��や���が�大することから、この時代に男��や���が�大することから、この時代に男

　鹿半島が大規模に開拓され��地や��が広がっ鹿半島が大規模に開拓され��地や��が広がっ

　たと考えられる。たと考えられる。

（�）菅江真澄の風景描写は正確

　　江�後期の�行家、�物学者であり秋田�の地　江�後期の�行家、�物学者であり秋田�の地江�後期の�行家、�物学者であり秋田�の地

　�作成に�わった菅江真澄は、民���や風土の�作成に�わった菅江真澄は、民���や風土の

　記録や��、�明なス�ッチ�を残した。　記録や��、�明なス�ッチ�を残した。　

　　真澄が生きた時代は、小�期と呼ばれる�冷な真澄が生きた時代は、小�期と呼ばれる�冷な

　時代だが、今�の調査で年平�気温が現在より 2�時代だが、今�の調査で年平�気温が現在より 2�

　�く、降水�も�に �50��、�に �50�� 少な�く、降水�も�に �50��、�に �50�� 少な

　かったことが判明した。このことは、真澄が描いかったことが判明した。このことは、真澄が描い

た目潟の絵（水位��）と対応している�か、森林

のすくない疎林風景も花粉分析と一致した。

5.  おわりに
　本�の年�は、その保存状況の良さから国際的な本�の年�は、その保存状況の良さから国際的な

注目を浴びており調査中から多くの外国人研究員も

訪れた。200� 年 3 �には国際シンポジウム i� 秋田

が開催される等、分析結果は地球気候変動研究の貴

重な資�となることが期待されている。

　一方、秋田県では年�を「地域資源のワイズ�ー一方、秋田県では年�を「地域資源のワイズ�ー

ス（賢い利用）」のコア資源と位置づけ、菅江真澄が

残した江�後期の秋田の自然描写等との環境�較や

秋田杉植林の変遷解明等、地域研究や学びの資源と

しての活用に取り組んでいる。

　今後の年�分析により�に貴重な研究成果が公表今後の年�分析により�に貴重な研究成果が公表

され、一�目潟が�界的な「環境史の窓」として一

層注目されることを今から楽しみにしている。

　��　採取作業や年�分析結果の資��供に際し、��　採取作業や年�分析結果の資��供に際し、

国際日本文化研究センターの安田喜憲教授をはじめ、

秋田県総務企�部の小野勇推進監（現山本地域振興

局建設部長）及び舛谷雅広副主幹、五反田克也氏（千

葉商�大学専任講師）や山田和芳氏（国際日本文化

研究センター機関研究員）ら各研究者の方に大変お

�話になりました。以上の方々に厚く御礼申し上げ

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上以　上　上上
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１．はじめに
　「地盤材� �G�o�at�ria�s)」とは、一般に土（�土、、一般に土（�土、一般に土（�土、、
砂、�な�）と岩（�岩��岩）をさすものであり、、�な�）と岩（�岩��岩）をさすものであり、�な�）と岩（�岩��岩）をさすものであり、、
セメントや石灰による改良土な�も含まれる。この
地盤材�なる用語は�較的新しい用語である。これ
は � 個々の設計において土と岩を同時に扱うことが
多いためである。それまでは、土質材�と岩石材�、土質材�と岩石材�土質材�と岩石材�
とに分けて議論していた。この理由としては、�内、�内�内
�験法、�位置調査法および設計体�が異なってい、�位置調査法および設計体�が異なってい�位置調査法および設計体�が異なってい
ることが考えられる。
　土質材�と岩石材�を別々に扱うことは学問的に土質材�と岩石材�を別々に扱うことは学問的に
も、また、実務においても��合なことが多い。こ、また、実務においても��合なことが多い。こまた、実務においても��合なことが多い。こ、実務においても��合なことが多い。こ実務においても��合なことが多い。こ
の両者の境界は��続ではなく、�続していて��、�続していて���続していて��
である。しかし、�者がこれまで取り扱ってきた地、�者がこれまで取り扱ってきた地�者がこれまで取り扱ってきた地
盤材�は、主に土質材�である。これは、�者が�、主に土質材�である。これは、�者が�主に土質材�である。これは、�者が�、�者が��者が�
面した地盤工学的問題が圧密沈�、すべり破壊、�、すべり破壊、�すべり破壊、�、��
状化な�であったからである。
　地盤材�の強度定数つまり地盤材�の変�・強度
�性（�着力ｃ、内部����、変�係数�な�）、内部����、変�係数�な�）内部����、変�係数�な�）、変�係数�な�）変�係数�な�）
を求める場合には、せん��験を行うことが一般的、せん��験を行うことが一般的せん��験を行うことが一般的
である。これは、表 -1 に示すようにせん��験法、表 -1 に示すようにせん��験法表 -1 に示すようにせん��験法
と各種条件および地盤材�の種類によって強度�性
が異なるためである。つまり、設計するための強度、設計するための強度設計するための強度
定数として一部指針等に掲載されている数値を用い
たり、���入�験の�値から経験式によって決定、���入�験の�値から経験式によって決定���入�験の�値から経験式によって決定
することは、強度定数が地盤材�の状態 � 密度の大、強度定数が地盤材�の状態 � 密度の大強度定数が地盤材�の状態 � 密度の大
小 � 排水条件 � 拘束圧の大小 � 圧密の状態等）、地盤、地盤地盤
材�の種類およびせん��験の方法等によって固有
の値とはならないため�合理である。
　したがって、�値が変�・強度�性を代表していしたがって、�値が変�・強度�性を代表してい、�値が変�・強度�性を代表してい�値が変�・強度�性を代表してい

る指�となっている保証は無い。例えば、図 -1 に、図 -1 に図 -1 に
示すような箇所にある地盤材�の要素（Ａ、�、�）、�、�）�、�）、�）�）
は、せん�される方向が異なるため、得られる変�・、せん�される方向が異なるため、得られる変�・せん�される方向が異なるため、得られる変�・、得られる変�・得られる変�・
強度�性も異なり、�在すべり面に�って�ーク強、�在すべり面に�って�ーク強�在すべり面に�って�ーク強
度が同時に発揮される保証も無い 1)。

　　　

　また、地盤材�は、表 -1 に示した状態の他にダまた、地盤材�は、表 -1 に示した状態の他にダ、地盤材�は、表 -1 に示した状態の他にダ地盤材�は、表 -1 に示した状態の他にダ、表 -1 に示した状態の他にダ表 -1 に示した状態の他にダ
イレイタンシー、インターロッ�ング、�子�状、、インターロッ�ング、�子�状、インターロッ�ング、�子�状、、�子�状、�子�状、、
クリープ、セメンテーション、エイジングな�の地、セメンテーション、エイジングな�の地セメンテーション、エイジングな�の地、エイジングな�の地エイジングな�の地
盤材�固有の性質も考慮する必要がある。
　さらに、地盤材�は、有�応力の�理に支配されさらに、地盤材�は、有�応力の�理に支配され、地盤材�は、有�応力の�理に支配され地盤材�は、有�応力の�理に支配され、有�応力の�理に支配され有�応力の�理に支配され
ていることも事実であるが、実務的には地盤材�の、実務的には地盤材�の実務的には地盤材�の
材�力学的解釈による土の破壊基�として、��元、��元��元
応力状態の�ールの応力�、クーロンの破壊基�、、クーロンの破壊基�、クーロンの破壊基�、、
�ール・クーロンの破壊基�な�を用いている。今
後は、各種解析手法の三�元化に�い、三�元応力、各種解析手法の三�元化に�い、三�元応力各種解析手法の三�元化に�い、三�元応力、三�元応力三�元応力
状態での破壊基�も考慮する必要が生じてきている。
　ここでは、�者がこれまで実務的に行ってきた地、�者がこれまで実務的に行ってきた地�者がこれまで実務的に行ってきた地
盤材�のせん��験についての若干の知見を示すも
のである。まず、はじめに、地�時の�和砂の�状、はじめに、地�時の�和砂の�状はじめに、地�時の�和砂の�状、地�時の�和砂の�状地�時の�和砂の�状
化現象について�状化してゆく過程を追求した結果
について示す。つぎに、�位置の�性土の�排水せ、�位置の�性土の�排水せ�位置の�性土の�排水せ
ん�時の変�強度�性の異方性について示す。また、、
これらのせん��験を行うに際し、作�した�験�、作�した�験�作�した�験�
置についても示す。

図 -1　地盤のすべり破壊の模式図 2)

技術漫歩

地盤材料のせん断試験について

技術士（建設部門）
新協地水株式会社 ( 福島県郡山市 )

原��勝�重

表 ���������������������������������������������������������������������������
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２．非排水繰返しせん断時の応力・ひずみ関係 3)

　地�時には、水平方向のせん�波（��波）が�、水平方向のせん�波（��波）が�水平方向のせん�波（��波）が�
越する。この時の水平地盤内の応力状態は、単純せ、単純せ単純せ
ん�変�に�いと考えられ、これらの応力は交番す、これらの応力は交番すこれらの応力は交番す
る。この単純せん�変�を再現する�験として中空
�筒型供�体を用いるねじりせん��験を行った。
ねじりせん��験における応力状態を図 -2 に示す。

　地�時の�状化強度�性を把握するためには、�、��
�繰返し荷重を与えたら�和砂の供�体が�状化す
るかを調べ「疲労曲線」を求める現象論的な繰返し
�排水三軸�験（JGS 05�1-2000）が行われる。
　しかし、地�時の砂地盤の�状化現象を数値解析、地�時の砂地盤の�状化現象を数値解析地�時の砂地盤の�状化現象を数値解析
するためには、�状化する過程での砂の�細な応力、�状化する過程での砂の�細な応力�状化する過程での砂の�細な応力
�ひずみ関係が必要である。このために、�験�置、�験�置�験�置
を改良した。
①三軸セル、載荷�置を�明にし、�度が出るよう、載荷�置を�明にし、�度が出るよう載荷�置を�明にし、�度が出るよう、�度が出るよう�度が出るよう
　にしたにした �)。
② 三軸セル内で軸力とトルクを相互干渉が少なく�
　度よく測定できる小型ロードセルを谷ら 5) の方度よく測定できる小型ロードセルを谷ら 5) の方
　法に基づいて制作した（図 -3法に基づいて制作した（図 -36）、図 -�図 -��))。
③ 有�拘束圧＝全拘束圧－間隙水圧を差圧計 �) を
　用いて測定した。用いて測定した。
　�験は、豊�砂を空中��法で中空�筒供�体（高�験は、豊�砂を空中��法で中空�筒供�体（高、豊�砂を空中��法で中空�筒供�体（高豊�砂を空中��法で中空�筒供�体（高
さ 10c�、外� 10c�、内� 6c�）を作成し、�和、外� 10c�、内� 6c�）を作成し、�和外� 10c�、内� 6c�）を作成し、�和、内� 6c�）を作成し、�和内� 6c�）を作成し、�和、�和�和
させた後に、水平地盤内と同様に異方圧密する。�、水平地盤内と同様に異方圧密する。�水平地盤内と同様に異方圧密する。�に、、
供�体を�排水（等体積）および高さ一定の状態に
してせん�ひずみγ at=0�5％ /�i� の定ひずみ速度
で繰返しせん�を行った。このようにすると供�体
の�面積は常に一定であり、単純せん�変�状態と、単純せん�変�状態と単純せん�変�状態と

��似た状態となる。
　図 -5 には、有�応力経� � �、有�応力経� � �有�応力経� � � at �σ a’) を示した。
繰返し�数（� at の交番）の�加とともに軸方向有
�応力 � σ a’) が減少していくことがわかり、繰り、繰り繰り
返し�数 10 �目（図中の 10�）で有�応力が０に
�くなることがわかる。
　図-6にはせん�応力�� at)�せん�ひずみ�γ at)
関係を示した。この関係は、一般的な応力�ひずみ、一般的な応力�ひずみ一般的な応力�ひずみ
曲線とは異なっており、せん�応力 � �、せん�応力 � �せん�応力 � � at) が小さ
い時にせん�ひずみ � γ at) が進行する。このせん
�ひずみが進行する時には、図 -5 に示す軸方向有、図 -5 に示す軸方向有図 -5 に示す軸方向有
�応力 � σ a’) が小さくなった時であることが分か
る。これは言うまでもなく「�状化」している状態
である。

図 -3　ねじりせん��験用�方向ロードセル 6)

図 -2　ねじりせん��験における応力状態

図 -�　中空�筒供�体を設置した三軸セル �)

図 -5　ゆるづめ砂の有�応力経�



平 20 年 7 月 1 日ガイアパラダイム　技 術 士 東 北第 47 号

ー�ー�ーー

　　　　　　　　　　の�形����の���の�形����の��� 9)

　図 -1 に示す要素Ａ、�、�の強度は、実際に�、�、�の強度は、実際に��、�の強度は、実際に�、�の強度は、実際に��の強度は、実際に�、実際に�実際に�
れ��異なるのかを検討するために、東��の海�、東��の海�東��の海�
地盤から採取した乱れの少ない��を用いて圧密�
排水せん��験を行った。土要素のせん�変�パ
ターンとせん��験方法を図 -� に示す。まず、要、要要
素Ａのせん�強度を求めるために行ったせん��験
は、三軸圧��験であり、要素�においては、三軸、三軸圧��験であり、要素�においては、三軸三軸圧��験であり、要素�においては、三軸、要素�においては、三軸要素�においては、三軸、三軸三軸
伸張�験を行った。供�体寸法は、乱れの少ないシ、乱れの少ないシ乱れの少ないシ
ンウォールサンプリング��を用いたため、��、����
5c�、高さ 10c� の��型であり、�位置の異方応、高さ 10c� の��型であり、�位置の異方応高さ 10c� の��型であり、�位置の異方応、�位置の異方応�位置の異方応
力状態で圧密したのちに軸ひずみ速度 0�1％ /�i�
でせん�を行った。要素�は、単純せん�変�であ、単純せん�変�であ単純せん�変�であ
ることから�排水繰返しせん�の応力�ひずみ関係
で使用した中空�筒型供�体を用いたねじり単純せ
ん��験機を若干改良して行った。供�体寸法は、、
外� �c�、内� 3c�、高さ 10c� とした。、内� 3c�、高さ 10c� とした。内� 3c�、高さ 10c� とした。、高さ 10c� とした。高さ 10c� とした。

　図 -9 にその供�体�状と定義したせん�ひずみ
を示した。このねじり単純せん��験 �TSS) は、、
単純せん�時の応力・ひずみ条件を満足できること、、
３主応力（σ 1� σ 2� σ 3）の大きさと方向が求まる
ことである。�験は、圧密を三軸圧��験 �T�)、、圧密を三軸圧��験 �T�)、圧密を三軸圧��験 �T�)、、
三軸伸張�験 �TE) と同様に�位置の異方応力状態
で行ったのちにせん�ひずみ速度 0�15％ /�i� で�
排水せん�を行った。

　図 -10 には、要素Ａ、�、�に対応する�排水せ図 -10 には、要素Ａ、�、�に対応する�排水せ、要素Ａ、�、�に対応する�排水せ要素Ａ、�、�に対応する�排水せ、�、�に対応する�排水せ�、�に対応する�排水せ、�に対応する�排水せ�に対応する�排水せ
ん�強度の深度分布を示した。この図によると、要、要要
素Ａ、�、�の��で�排水せん�強度が大きいこ、�、�の��で�排水せん�強度が大きいこ�、�の��で�排水せん�強度が大きいこ、�の��で�排水せん�強度が大きいこ�の��で�排水せん�強度が大きいこ

　

　　　

この�異な�状の応力�ひずみ曲線は複雑であり、、
応力�ひずみ関係の定式化（�デル化）には向いて
いない。　　　　　　　　　　　　　　　　
　このため、せん�応力 � �、せん�応力 � �せん�応力 � � at) を軸方向有�拘束圧
� σ a’) で除した応力�（� at/ σ a’）とせん�ひず
み � γ at) の関係を見たものが図 -� である。この図
に示すように応力��せん�ひずみ関係は、なめら、なめらなめら
かな双曲線型の履歴曲線となっており、単純な法�、単純な法�単純な法�
に従っていることが判明した。この関係は、密づめ、密づめ密づめ
砂においても同様である。このことは、応力�ひず、応力�ひず応力�ひず
み関係の定式化の基本となる。また、応力� � �、応力� � �応力� � � at/
σ a’) �せん�ひずみ � γ at) の関係から見ると図 -5
に示す有�応力経�が繰返しせん�するごとにせん
�応力 � � at) の�ーク状態で図 -� に示す � � at/
σ a’) の値が�加してゆくことがわかる。

３．原位置粘�土の非排水せん断時の

　　

図 -6　ゆるづめ砂の
　　せん�応力�せん�ひずみ関係せん�応力�せん�ひずみ関係

図 -�　応力�（� at/ σ a’）
　　　　とせん�ひずみγとせん�ひずみγ at 関係

図 -�　 土 要 素
のせん�変�パ
ターンとせん�
�験方法

図 -9　�性土のためのねじりせん�供�体 �)



平成 20 年 7 月 1 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 47 号

ー�ー�ーー

とがわかる。

　図 -11 には、要素Ａ、�、�の「�排水せん�強、要素Ａ、�、�の「�排水せん�強要素Ａ、�、�の「�排水せん�強、�、�の「�排水せん�強�、�の「�排水せん�強、�の「�排水せん�強�の「�排水せん�強
度� �ax=� σ 1’- σ 3’)/2 を�位置の有�上載
圧σ v0’で除した値」と「有�主応力σ 1’方向が
水平方向となす�度δ」の関係を示した。この図に
よっても�排水せん�強度が要素Ａ、�、�の�で、�、�の�で�、�の�で、�の�で�の�で
大きいことがわかる。
　これらのことは、「�排水せん�強度の異方性」を、「�排水せん�強度の異方性」を「�排水せん�強度の異方性」を
示すものであり、ダム基�地盤の乱れの少ないブロッ、ダム基�地盤の乱れの少ないブロッダム基�地盤の乱れの少ないブロッ
クサンプリング��を用いて切り出し�度を変えて
行った三軸圧��験結果においても確認できる（図
-1210））。

４．あとがき
　一見複雑に見える地�時の砂質地盤材�の応力・
ひずみ関係でも応力� � � at/ σ a’) とせん�ひずみ
� γ at) により双曲線関係が導かれることがわかった。
  一方、同一深度における地盤材�のせん�強度は、、同一深度における地盤材�のせん�強度は、同一深度における地盤材�のせん�強度は、、
強度の異方性を持っていることが分かった。このこ
とは、地盤材�の強度定数を求めるためには、現場、地盤材�の強度定数を求めるためには、現場地盤材�の強度定数を求めるためには、現場、現場現場
の状況に応じてせん��験方法を吟味して使い分け
ていく必要があることを示すものである。

　本�に使用した�験結果は、主に龍�文�先生 � 地本�に使用した�験結果は、主に龍�文�先生 � 地、主に龍�文�先生 � 地主に龍�文�先生 � 地
盤工学会長、東�理�大学教授 ) が東�大学生産技
術研究所の助教授の時にご指導していただいた研究
結果です。改めて�意を表します。
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１．はじめに
　平成 19 年、この１年は私を取り巻く環境が大き
く変化した年でした。
　平成 1� 年度の���験も受験したのですが、こ
のときは周りに有資格者も多くいましたし、択一問
題が�得手ということで、「絶対に合格する」とい
う気持ちはありませんでした。しかし、10 �に緑
資源問題が発生して、私の職場も影響を免れないと
判ったとき、「資格がない！」「このままではまずい」
と、一念発起して取り組むことにしたのです。

２．受験対策はこんな感じで
2.1　取り組む姿勢？
　とは言っても、私の性格上、毎日コツコツと勉強
するのはムリなので、ポイントを絞って、短期集中
型で突破することにしました。気持ちを切らさず、
勉強時間の少なさで集中力を高めようという、�打
的方法でした。結果として、OK という感じです。
2.2　筆記試験には
　�記�験��の受験勉強の�備として、予想問題
と解答の作成、いわゆるヤマカ�を行いました。

（1）出題範囲の絞り込み
　　森林部門の選択�目については、大きい変化は　森林部門の選択�目については、大きい変化は森林部門の選択�目については、大きい変化は
　ないと予想し、過去問と時事問題に関�する事�ないと予想し、過去問と時事問題に関�する事�
　の整理によって、出題範囲の絞り込みを行いました。
　　必��目については、専門とする治山に重点を　必��目については、専門とする治山に重点を必��目については、専門とする治山に重点を
　おき、�壊や地すべりの定義、構造物の性能な�おき、�壊や地すべりの定義、構造物の性能な�
　の基本を整理した上で、�年の地�災害、��災の基本を整理した上で、�年の地�災害、��災
　害、流�被害に関する部分を�り�げることにし害、流�被害に関する部分を�り�げることにし
　ました。ました。

（2）解答としての�ーワード
　　予想問題は計 20 個作成しましたが、時間もな　予想問題は計 20 個作成しましたが、時間もな予想問題は計 20 個作成しましたが、時間もな
　いので論文�式の解答は作成せずに、それ�れ重いので論文�式の解答は作成せずに、それ�れ重
　要な�ーワードをツリー状に整理することにしま要な�ーワードをツリー状に整理することにしま
　した。こうすると、一つの解答が�の問題になり、した。こうすると、一つの解答が�の問題になり、
　またこの�ーワードを調べることになり、変化球またこの�ーワードを調べることになり、変化球
　的問題にも対処できるのではないかと考えたからです。

2.3　口述試験には
　口述�験の�備は、�記�験の結果通知が届いて
から行いました。�年度受験で�備していたものが
あったからです。
　しかし、これはかなり甘い考えでした。

（1）ス�ースがない
　　�出用のフ�イルを作成しようとして、「しまっ　�出用のフ�イルを作成しようとして、「しまっ�出用のフ�イルを作成しようとして、「しまっ
　た」と思いましたが時間がありません。た」と思いましたが時間がありません。
　　箇条�きで経験論文の流れを作ることから始め　箇条�きで経験論文の流れを作ることから始め箇条�きで経験論文の流れを作ることから始め
　なければなりませんでした。�に説明文で�付けなければなりませんでした。�に説明文で�付け
　していったのですが、やはりス�ースがありませしていったのですが、やはりス�ースがありませ
　ん。もう、�めました。�んな質問をされてもいん。もう、�めました。�んな質問をされてもい
　いです。いです。

（2）口述�験対策は添削と模擬�験
　　職場の先輩に添削していただきましたが、最後　職場の先輩に添削していただきましたが、最後職場の先輩に添削していただきましたが、最後
　まで合格点をもらえません。しかし、添削を受けまで合格点をもらえません。しかし、添削を受け
　る中で、�験官もこの部分を�いてくるのでは、る中で、�験官もこの部分を�いてくるのでは、   
   というポイントが浮かび上がってきます。
　　模擬�験でも同じです。�験官役の人との対話　模擬�験でも同じです。�験官役の人との対話模擬�験でも同じです。�験官役の人との対話
　で問題点が表れたのです。一人で勉強していてはで問題点が表れたのです。一人で勉強していては
　判らない部分でした。判らない部分でした。

３．受験を終えて
　��の�験は、とにかく記憶していく、一生懸命
記述するといった感じでしたが、今�は�記・口述
とも十分な時間があることから、予想外の問題にも
�ち着いて対応することが求められたと思います。
　私の取った�験対策が必ずしも良いとは思いませ
んが、数珠繋ぎ状に�ーワードを覚える、複数の人
に意見を�きながら問題点を整理する、このことに
よって本番でも焦らず対応できたと思います。
　今�の受験をとおし、「絶対合格」の強い気持ちと、
日頃の業務をしっかり行い、基本を疎かにしないこ
とが�リ�リで支えになると強く感じました。
　１�から現在の職場に移りましたが、今�経験し
たことを、�に生かしていきたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上以　上　上上

技術士二次試験を受験して

技術士（森林部門）
㈱都市整備�森林土木チーム�チームリーダー

佐々木�成夫

合格体験記
平成１９年度�二次試験、森林部門
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合格体験記

�かった道のり－７年間の軌跡

技術士（応用理学部門�地質）
株式会社菊池技研コンサルタント�技術事業部

早坂�辰江

平成１９年度�第二次試験、応用理学部門

1.　はじめに

　2、３年で合格している方が多い中、合格までに

７年もかかった私に、合格体験記の��依頼が来て

しまった。変な内容であるが、私の受験体験を�く

ことにしたい。

2.　筆記試験

　３年目までは、通信講座や社内の技術士の指導を

受けて受験した。この頃は、�を�きたいのかまと

められず、字数は埋められても、深い内容は�けな

かった。�然ながら、�合格だった。

　転機になったのは、４年目である。この年は、社

外の技術士から指導を受けた。新たに経験論文を作

成したものの、いきなりダメ出しされ、「ポイントを

絞れ」との指導を受けた。そのポイントが判るのに

かなり時間がかかったが、�とか�にまとめること

ができた。その後は、�なるアドバイスを基に、�

験��まで経験論文を仕上げた。この年の評価は経

験論文だけは A判定だった。

　５年目以降は、経験論文が��出来あがったこと

に加え、自分の得意分野が自覚できたことで、ポイ

ントを絞った�験対策ができた。また、社内の技術

士から指導を受けて対策を練った結果、経験論文以

外の問題でも、A判定がとれるようになった。

　７年目は、�験制度が変�となり、いろいろな憶

測が頭をよぎったためか、�験勉強に手がつかなかっ

た。�安を抱えての受験だったが、幸いにも、�記

�験の問題傾向は、あまり変化がなかった。今まで

と同様、自分の知識を最大限振り絞って記述した。

3.　筆記試験合格から口頭試験

　�記�験の結果は、上�からの電話で知った。出

張先で喜んだのもつかの間、技術的体験論文の作成

に取りかかった。

　最初は、�年までの経験論文を要�して論文を作

成したが、社内外の指導技術士からは、厳しい指摘

を受けた。意味は理解できたが、自分の能力以上の

指摘内容が多く、口頭�験で墓穴を�る場面が想像

され、�安になった。そこで、自分の能力にあった

�でとりまとめ、論文を�出した。

　その後、模擬口頭�験を受けた。ここでも�出論

文の内容について厳しい指摘を受けた。このため、

口頭�験対策の模擬問答集の作成に、かなりの時間

を割くことになった。

　口頭�験は、会場で大学の同窓生に会えたことも

あり、リラックスして臨むことができた。一部答え

られない質問はあったが、それでも頭をフル�転さ

せて答えた。口頭�験が終わり、帰�に着いて、本

�に�験が終わったことを実感できた。

4.　口頭試験合格から現在

　口頭�験の結果も上�から教えてもらった。この

時は、半信半疑のまま、インター�ット上で自分の

受験番�を見つけた。合格は本�だったが、あまり

実感はなかった。それでも、合格証�や、合格祝賀

会の案内が届き、少しずつ実感が湧いてきた。

　登録が済み、しばらく経ったが、「技術士」と名乗

ることに未だ躊躇してしまう。それは、�れていな

いだけでなく、技術的に半人�の自覚があるからだ。

そんな私に、「技術士�験に合格して、技術者のスター

トラインに立ったと考えるべきだ。謙虚な気持ちで

これから本�の“技術士”になればいい。」と言った

人がいる。今後は、この言葉を忘れずに、日々研鑽

していきたいと思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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1.　はじめに　はじめにはじめに
　もともとは�学部の出身で工学部のような難しい
計算は大きらい、会社に入っても商品開発や品質管
理の仕事はしていましたが、なぜか労組の委員長な
�をしているうちに人の管理、�に「人のやる気の
もとは�？」ということに興味を持ってきました。
　�に�造課長となり、生産管理（生産性や歩�管�に�造課長となり、生産管理（生産性や歩�管
理、進捗管理な�）にも興味を持ち始め、本を読み
ながら（といっても新�な�で専門�は�とん�な
し）仕事に応用してはいましたが、「経営工学」な
る言葉も「技術士」な�という資格も自分には無縁、
というより�とん�知らない状況でした。

2.　���受験のきっか�　���受験のきっか����受験のきっか�
　受験のきっかけは�常にたわいも無いもので、大
阪に単身赴任して 1 年、仕事にも�れ、そろそろ�
かしようかなと思っているときに工場に舞い込んだ
一枚の「技術士受験の案内」ポスター。
　若い技術�の人間な�に勧めているうちに、自分
も受けてみるかとの気持ちになり、部門と�目を見
ると、よく判らないけ�、今仕事にしていることに
�そうなのは「経営工学」かな？との安易な選択で、
1 ��験を受験する羽目になりました。

３．ドタバタの中で
3.1   何がなんだかわからないままの受験
　本人はこのポスターで初めて「技術士」なる資格
があることを認識、社内にも一人も技術士はいない
状況、と言っても受けるからには若い�中に恥はか
きたくないと、受験参考�を�しに�店へ、しか
し全く経営工学の技術士�験の参考�なるものは無
く、途方にくれる始�。
　それでも、1��000 ��ったのだからと、家にあっそれでも、1��000 ��ったのだからと、家にあっ
た本を読みあさり、1 ��験を受験、1 日がかりの
�験で、もうやめたと思ったら、なぜか合格通知が
舞い込み、翌年は 2 ��験を受験。

手さぐりの中での 4 年間、そしてドタバタの中でなんとか合格

技術士（経営工学部門）
株式会社やくらいフーズ�

岡��和��

合格体験記�平成１9 年度�二次試験、経営工学部門

　しかし、そう甘くは無く 1 �目は�んな問題が出
るのかを見に行っただけで撃沈。やっと�を勉強し
ていけば良いのかが判った気になり、翌年も受験す
るも問題と意見が合わず、再度撃沈。もうやめよう
かと思いましたが、3 度目のマグレを期待し、�記
�験を受験、なんとか通過し、口答�験へ。

3.2   口答試験、またもドタバタ
　1 �の霙の降る�い渋谷、�験会場の�見もせず
に向かった�験会場、しかし、道に迷い、汗をかき
かき 5 分�にやっと到着。受付では「控え�はあち
らです」と言われた�後に「あれ、もう�験の時間
です。受験会場へすぐに行ってください」と言われ、
汗を拭き拭き、扉の�へ、そして�の�備をする間
も無く、声がかかり、�人の�験官の�に着席。
　自分の�ャリアの話はなんとか切り抜けたもの
の、「�PD、あれ、なんか勉強を続けることだっけ？」

「技術士法、細かいことは覚えてないよ」、と言うよ
うな調子で頭の中もパニック状態。
　まあ来年の口答�験の�見に来たのだと自分に言
い�かせ、最後は�験会場を後にしたのでした。

3.3   合格・そしてその後もドタバタ
　合格発表の 3 日�には転勤の�令が発令となり、
�の受験会場は大阪から仙�へ移るのかと思いなが
ら、一応合格発表を見たらなぜか合格。そして、登
録申請と引越�備で最後までドタバタの技術士 2 �
�験合格となった��です。

4．最後に
　そんなこんなで訳も分からず、ドタバタした中で
の技術士�験合格で、知らないことだらけですが、
皆様の教えを頂きながら、少しでも成長し、�の中
のお役に立てるよう、�ち着いて頑張って行きたい
と思いますので、よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上以　上　上上

合格体験記
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第36回定時総会報告
　第 36 回定時総会は、去る 5 月 22 日（木）、会員総数 776 名、出席者数 407 名（うち委任状 336 通）をもっ
て仙台市の KKR ホテル仙台にて開催されました。第 1 号議案～ 4 号議案は、事務局案どおり可決承認され
ました。
　また、総会に先立ち定例の「部会等・常設委員会報告」が、また総会後には「記念講演会」が開催されました。

　
１　建設部会  
２　農業部会
３　電気・電子部会
４　応用理学部会
５　衛生工学・環境・水道部会
６　技術情報部会
７　技術士ＣＰＤ委員会

総��会��次��第�　　時間 15：30 ～ 16：30

 1　開会
 2　支部長挨拶
 3　議長選出（規約第 12 条第 1 項の規定を適用し、支部長が議長となる。）
 4　総会成立報告（事務局は、規約 18 条規定に基づく会議の成立について報告する。）
５　議事録署名人の選任（技術士会定款第 33 条を適用し議事録署名人を 2 名指名する。）
６　議事
　　　　議案：第 1 号議案　　平成 19 年度事業報告（事務局説明）
　　　　　　　第 2 号議案　　平成 19 年度決算報告（事務局説明）、監査報告　（監事）
　　　　　　　第 3 号議案　　平成 20 年度事業計画（事務局説明）
　　　　　　　第 4 号議案　　平成 20 年度予算案（事務局説明）

７　H20 年度　技術士会会長表彰受賞者紹介 ( 井口高夫氏、小野寺文昭氏、橋本正志氏 )
８　閉会の辞：附田副支部長

☆記念講演�　　時間　16：45 ～ 17：50
　　　　講師　フリーアナウンサー　社団法人　パフォーマンス教育協会公認カウンセラー
　　　　　　　志伯　暁子　氏
　　　　演題　「未来を変えるコミュニケーション術」
☆懇親会　　　　時間　18：00 ～ 20：00

☆部会等・常設委員会報告　　　時間：13：30 ～ 15：15

時　間
13：30 ～ 37

37 ～ 44
44 ～ 51
51 ～ 58

58 ～ 14：05
05 ～ 12
19 ～ 26

部　　　会 時　間
14 : 26 ～ 33

33 ～ 40
40 ～ 47
47 ～ 54

54 ～ 15：01
01 ～ 08
08 ～ 15

常設委員会
８　受託業務委員会
９　政策事業委員会
10　広報委員会
11　青年技術士懇談会
12　防災研究会
13　倫理研究会
14　企業組合　東北技術士センター
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第 1 号議案　平成 19 年度　事業報告

　１　技術士試験

　　　1-1　技術士第二次試験（設営準備と監督・運営）
　　　　　　試験実施　宮城会場　　東北福祉大学　　　　　試験本部長　吉川支部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台育英学園高等学校　試験本部長　吉田副支部長
　　　　　　受験申込者　1,743 人（昨年 1,794 人）　受験者数　1,300 人（昨年 1,080 人）
　　　　　　合格者　　208 人（昨年 165 人）
　　　　　　試験監督員（技術士 33 人　アルバイト 51 人）
　　   1-2　技術士第一次試験（設営準備と監督・運営）
　　　　　　試験実施　宮城県会場　東北福祉大学　試験本部長　吉川支部長
　　　　　　　　　　　　　　　　　サンフェスタ　試験本部長　吉田副支部長
　　　　　　受験申込者　　2,095 人（昨年 2,507 人）　受験者数　1,651 人（昨年 1,974 人）
　　　　　　合格者　　799 名
　　　　　　試験監督員（技術士 24 人　アルバイト 59 人）
　
　２　常設委員会活動（｢ 部会等・常設委員会報告 ｣ に詳細を記述しております。）　　　　　　

　３　専門部会及び調査研究委員会活動（同上）

　　　　　　

　４　第 35 回定時総会及び研修会の開催
　　　　平成 19 年 5 月 25 日（金）　パレスへいあん
　　　　記念講演：｢ 技術士法制定 50 年 ｣　都丸　徳治　氏（社団法人　日本技術士会会長）
　　　　総会参加者　100 人
　　　　懇親会参加者 83 人
　５　合格祝賀会及び研修会の開催
　　　5-1　第一次試験合格者合格祝賀会
　　　　平成 20 年 3 月 2 日（金）　　婦人会館
　　　5-2　技術士二次試験合格者合格祝賀会
　　　　平成 20 年 4 月 22 日（火）
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常設委員会
政策事業委員会
広報委員会
ＣＰＤ委員会

活動の概要
会議開催 5 回　支部予算収支の監視　Ｈ 20 予算案の策定
ガイア 45 号、46 号発行　編集会 6 回
東北支部ＣＰＤ活動の把握　一次試験合格者への修習技術者ガイダンス

専門部会
建設部会
農業部会
電気電子部会
応用理学部会
衛生工学･環境･上下水道部会
技術情報部会

活動の概要
講演会４回　見学会１回
講演会３回　見学会１回
講演会１回　見学会２回
講演会６回　見学会１回
講演会２回　見学会１回
講演会４回

活動の概要
講演会１回
全国青年技術士会交流
講演会１回
シンポジウム１回
月に１回研究会開催

（年間 12 回）

　調査研究委員会
青年技術士懇談会

防災研究会

倫理研究会
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　研修会：テーマ１「二次試験に合格された方々へ」
　　　　　　　　　　　　　　　　（社）日本技術士会　　　　　　　　　　専務理事　竹下　功　氏
　　　　　テーマ２「東北支部の技術士ＣＰＤ活動について」
　　　　　　　　　　　　　　　　（社）日本技術士会　　　東北支部　ＣＰＤ委員長　橋本正志　氏
　　　６　各種会議への参加
　　        ６－１　本部総会（平成 19 年６月２２日）への参加（吉川支部長　他）
　　　　  ６－２　技術士全国大会（福井市：平成 19 年 10 月 17 日）（吉川支部長　他）
              ６－３　理事会への出席（渡辺理事）
　　        ６－４　支部長会議（吉川支部長）
　　        ６－５　政策委員会（平成 19 年　6 月、10 月、12 月　平成 20 年 2 月 4 月　川端委員）
　　        ６－６　技術士試験担当者会議（平成 19 年 3 月　吉川事務局員）
　　        ６－７　東京工事監査技術士センター総会（佐々木代表）
　　        ６－８　日韓技術士会議参加（平成 19 年 10 月 1 日　ソウル市）
　　        ６－ 9　科学基本計画支援事業実行委員会（嶋倉委員）
　      ７　北東三支部技術士交流研修会
　　              　平成 19 年 11 月 21 日　開催地：仙台市
                       北海道、東北、北陸の３支部の技術士が集い、情報交換を通じ各地域発展情報に寄与するこ
                    　とを目的に、98 年の東北支部から始まり、毎年各支部の持ち回りで開催。本年は３回り目と
　　　　　　　  なる第 10 回の開催。
              　　　東北支部の発表者
                        ①『東北地方における地域ＩＴＳの取り組み』
                              　　（株）復建技術コンサルタント
　                                       　　大木　高志　氏（技術士補　→ H19 年度『合格』）
                        ②『観光政策促進に資するソーシャルマーケティング手法』
                                     パシフィックコンサルタンツ ( 株 ) 東北支社
　                                       　　 古川　隆　氏（建設・農業）
　     ８　支部役員会
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研修会参加者数
懇親会参加者数
合格者参加者数
賛助会員参加数

114 人
  89 人
  32 人
   7 人

回
第 1 回

第 2 回

第 3 回

第 4 回

第 5 回

第 6 回

開催日
平成 19 年  4 月 27 日

平成 19 年  5 月 25 日

平成 19 年  7 月  3 日

平成 19 年  9 月 26 日

平成 19 年 12 月 19 日

平成 20 年  4 月 22 日

主な議題
第 35 回　定時総会　議案審議
支部長会議報告
法制定 50 周年記念事業　開催要領

「科学技術基本計画支援実行委員会」への参画
新役員紹介
副支部長の選任（附田氏及び吉田氏を選任）
役員会年間スケジュール（9 月、12 月、4 月）
本部政策委員会　支部から川端氏を選任
常設委員会　委員長の選任
支部長会議報告
地域産学官と技術士合同セミナーへの取り組み
北東三支部会議の実施計画
常設委員会、部会、各県技術士会活動報告
支部長会議報告
地域産学官と技術士合同セミナーへの取り組み（中間報告）
第 36 回技術士全国大会について（平成 21 年東北支部開催）
常設委員会、部会、各県技術士会活動報告
第 36 回　定時総会　議案審議
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第２号議案   平成１９年度�（社）日本技術士会東北支部 収支決算書（一般会計）
（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

（単位：円）
科　　目 H １９年度予算案 Ｈ１９年度実績 差　額（実積－予算）

Ⅰ . 収入の部
　　１．本部交付金 4,900,000 4,964,090 64,090
　　２．本部補助金 500,000 819,799 319,799
　　　　　　地域産学官補助金 0 0 0
　　　　　　講演会・見学会補助金 200,000 519,799 319,799
　　　　　　法制定５０周年記念 300,000 0 ▲ 300,000
　　　　　　北東３支部補助金 0 300,000 300,000
　　３．行事参加費 1,000,000 635,390 ▲ 364,610
　　　　　　総会参加費 500,000 421,890 ▲ 78,110
　　　　　　合格祝賀会参加費 500,000 62,000 ▲ 438,000
　　　　　　地域産学官参加費 0 0 0
　　　　　　北東３支部参加費 0 130,000 130,000
　　　　　　研修会参加費 0 21,500 21,500
　　４．各種資料頒布収入 900,000 912,500 12,500
　　５．雑　収　入 2,600,500 2,448,503 ▲ 151,997
　　　　　　賛助会費収入 2,600,000 2,440,000 ▲ 160,000
　　　　　　雑収入 0 6,000 6,000
　　　　　　受取利息 500 2,503 2,003
　当期収入合計 9,900,500 9,780,282 ▲ 120,218
　前　期　繰　越 769,398 769,398 0
　総　収　入　（Ａ） 10,669,898 10,549,680 ▲ 120,218

Ⅱ . 支出の部
　　１．事　業　費 9,600,000 8,596,649 ▲ 1,003,351
　　　　　　部会活動費 2,170,000 2,006,579 ▲ 163,421
　　　　　　（常設委員会） 0
　　　　　　　政策・事業委員会活動費 300,000 112,460 ▲ 187,540
　　　　　　　広報委員会活動費 420,000 264,350 ▲ 155,650
　　　　　　　技術士ＣＰＤ委員会 150,000 190,341 40,341
　　　　　　（調査研究委員会） 0
　　　　　　　青年技術士懇談会 350,000 350,000 0
　　　　　　　防災研究会 100,000 331,768 231,768
　　　　　　　受託業務委員会 50,000 0 ▲ 50,000
　　　　　　　倫理研究会 100,000 57,660 ▲ 42,340
　　　　　　（専門部会） 0
　　　　　　　建設部会 200,000 200,000 0
　　　　　　　農業部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　電気電子部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　応用理学部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　衛生工学・環境・水道部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　技術情報部会 100,000 100,000 0
　　　　　　選挙管理委員会活動費 150,000 0 ▲ 150,000
　　　　　　総会開催費 750,000 989,931 239,931
　　　　　　合格祝賀会開催費 900,000 153,915 ▲ 746,085
　　　　　　法制定５０周年記念事業 600,000 398,585 ▲ 201,415
　　　　　　全国大会準備金 150,000 0 ▲ 150,000
　　　　　　地域産学官補助金 0 0 0
　　　　　　北東３支部開催費 100,000 343,962 243,962
　　　　　　機関誌作成費 1,200,000 1,239,540 39,540
　　　　　　機関誌郵送費 150,000 261,921 111,921
　　　　　　名簿作成費 2,380,000 2,331,000 ▲ 49,000
　　　　　　名簿郵送費 0 0 0
　　　　　　研修会費 100,000 0 ▲ 100,000
　　　　　　各種資料購入費 600,000 590,000 ▲ 10,000
　　　　　　会　議　費 50,000 21,590 ▲ 28,410
　　　　　　旅費交通費 300,000 259,626 ▲ 40,374
　　２．管　理　費 1,040,000 942,254 ▲ 97,746
　　　　　　事務委託費 600,000 600,000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） 50,000 39,150 ▲ 10,850
　　　　　　通信運搬費 100,000 80,982 ▲ 19,018
　　　　　　什器備品費 30,000 588 ▲ 29,412
　　　　　　消耗品費 50,000 49,910 ▲ 90
　　　　　　印　刷　費 50,000 37,208 ▲ 12,792
　　　　　　図　書　費 10,000 0 ▲ 10,000
　　　　　　リース料 50,000 43,050 ▲ 6,950
　　　　　　水道光熱費 50,000 50,000 0
　　　　　　雑　費 50,000 41,366 ▲ 8,634
　　３. 予　備　費 29,898 0 ▲ 29,898
　支　出　合　計　（Ｂ） 10,669,898 9,538,903 ▲ 1,130,995
　次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 0 1,010,777 1,010,777
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科　　目 H １９年度予算案 Ｈ１９年度実績 差　額 （実積－予算）

Ⅰ . 収入の部
　　１．本部試験事務費 1,370,000 1,320,000 ▲ 50,000
　　　　　　試験事務費 1,210,000 1,160,000 ▲ 50,000
　　　　　　設営準備費 160,000 160,000 0
　　２．本部特別交付金 3,370,000 3,372,836 2,836
　　３．雑収入 0 0 0
　　　　　　受　取　利　息 0 0 0
　　　　　　雑　収　入 0 0 0
　当期収入合計 4,740,000 4,692,836 ▲ 47,164
　前　期　繰　越 254,612 254,612 0
　総　収　入　（Ａ） 4,994,612 4,947,448 ▲ 47,164

Ⅱ . 支出の部
　　１．事　業　費 750,000 592,522 ▲ 157,478
　　　　　　試験実施費 100,000 51,677 ▲ 48,323
　　　　　　会　議　費 50,000 21,591 ▲ 28,409
　　　　　　旅費交通費 600,000 519,254 ▲ 80,746
　　２．管　理　費 4,220,000 3,993,315 ▲ 226,685
　　　　　　事務委託費 3,000,000 3,000,000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） 50,000 39,150 ▲ 10,850
　　　　　　通信運搬費 250,000 200,355 ▲ 49,645
　　　　　　什器備品費 20,000 588 ▲ 19,412
　　　　　　消　耗　品　費 170,000 149,731 ▲ 20,269
　　　　　　印　刷　費 160,000 111,626 ▲ 48,374
　　　　　　図　書　費 10,000 0 ▲ 10,000
　　　　　　リ　ー　ス　料 230,000 215,250 ▲ 14,750
　　　　　　水道光熱費 160,000 152,515 ▲ 7,485
　　　　　　雑　費 170,000 124,100 ▲ 45,900
　　３．予　備　費 24,612 0 ▲ 24,612
　支出合計（Ｂ） 4,994,612 4,585,837 ▲ 408,775
　次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 0 361,611 361,611

繰越金内訳
科　　　　　　目 ３／３１残高

現　　金 281,346
七十七銀行本店営業部（普）0137529 口座 1,220,196
七十七銀行県庁支店（普）5432367 口座 10,022
郵便局口座 02270-7-46134 2,900
未収入金 519,799
未払い金 661,875

次期繰越金 1,372,388

会計監査報告
（社）日本技術士会東北支部平成 19 年度決算について帳簿、金庫を監査した
ところ適正に経理されていることを認めます。

平成 20 年 4 月 25 日
印

印

注）ガイア原稿では会計監査の署名・押印を省略しております。

平成１9 年度�（社）日本技術士会東北支部収支決算書（特別会計）
（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月３１日現在）

                      （単位：円）
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第 3 号議案　平成 20 年度事業計画案

　１　技術士試験（宮城県試験場の設営、監督、管理）
　　　１－１　技術士第二次試験
　　　　　　　　受験願書配布　平成 20 年４月 1 日
　　　　　　　　申し込み受付　平成 20 年 4 月 25 日～ 5 月 9 日
　　　　　　　　試験実施　　　　　　　宮城県会場：未定
　　　　　　　　8 月 2 日（土）総合技術監理部門
　　　　　　　　8 月 3 日（日）建設部門他全部門
　　　１－２　　技術士第一次試験
　　　　　　　　受験願書配布　平成 20 年 6 月 2 日
　　　　　　　　申し込み受付　平成 20 年 6 月 26 日～ 7 月 9 日
　　　　　　　　試験実施　　　　　　　宮城県会場：未定
　　　　　　　　10 月 6 日（月）
　２　常設委員会活動（当日、総会前に行われる ｢ 部会等、委員会活動計画 ｣ の通り。）　　　　　

　
　
　
　３　専門部会及び調査研究委員会活動（同上）　　　　　
　　　　　

　　　　　　
　　　　　
　４　定時総会及び研修会の開催
　　　　平成 21 年 5 月 22 日
　５　合格祝賀会及び研修会の開催
　　　　平成 21 年 4 月　　※二次試験合格発表　3 月 6 日
　６　各種会議への参加
　　６－１　本部総会（平成 20 年 6 月 23 日（月））への参加
　　６－２　第 35 回　技術士全国大会　10 月 16 日（火）～ 19 日（金）　島根県松江市
　　６－３　理事会
　　６－４　支部長会議
　　６－５　政策委員会
　　６－６　技術士試験担当者会議
　　６－７　日韓技術士会議　新潟市
　　６－８　科学基本計画支援事業実行委員会（嶋倉委員）
　７　北東三支部会議：北陸支部担当
　８　支部役員会　　　５回
                                                   

　専門部会
建設部会
農業部会
電気電子部会
応用理学部会
衛生工学･環境･上下水道部会
技術情報部会

　専門部会
活動の概要
講演会及び見学会
講演会及び見学会
講演会及び見学会
講演会及び見学会
講演会及び見学会

常設委員会
政策事業委員会
広報委員会
ＣＰＤ委員会
斡旋受託業務委員会

調査研究委員会
青年技術士懇談会

防災研究会

倫理研究会

　活動の概要
講演会及び見学会
全国青年技術士会交流
講演会及び見学会
シンポジウム
月に１回研究会開催

（年間 12 回）

活動の概要
会議開催 5 回　支部予算収支の監視　Ｈ 21 予算案の策定　全国大会準備
ガイア 47 号、48 号発行　編集会議 6 回
東北支部ＣＰＤ活動の把握　一次試験合格者への修習技術者ガイダンス
監査業務の取り組み
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第４号議案�平成 20 年度�（社）日本技術士会東北支部収支予算案（一般会計）　　
（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年 3 月 31 日）

（単位：円）
科　　目 H ２０年度予算案 Ｈ１９年度実績 差　額 ( 予算－実積 )

Ⅰ . 収入の部
　　１．本部交付金 5,100,000 4,964,090 135,910
　　２．本部補助金 1,050,000 819,799 230,201
　　　　　　地域産学官補助金 450,000 0 450,000
　　　　　　講演会・見学会補助金 600,000 519,799 80,201
　　　　　　法制定５０周年記念 0 0 0
　　　　　　北東３支部補助金 0 300,000 ▲ 300,000
　　３．行事参加費 1,030,000 635,390 ▲ 394,610
　　　　　　総会資料代及び懇親会費 500,000 421,890 78,110
　　　　　　合格祝賀会資料代及び懇親会費 500,000 62,000 438,000
　　　　　　地域産学官参加費 0 0 0
　　　　　　北東３支部参加費 0 130,000 ▲ 130,000
　　　　　　研修会参加費（防災研） 30,000 21,500 8,500
　　４．各種資料頒布収入 900,000 912,500 ▲ 12,500
　　５．雑　収　入 2,385,000 2,448,503 ▲ 63,503
　　　　　　賛助会費収入 2,350,000 2,440,000 ▲ 90,000
　　　　　　雑収入 10,000 6,000 4,000
　　　　　　受取利息 25,000 2,503 22,497
　当期収入合計 10,465,000 9,780,282 684,718
　前　期　繰　越 1,010,777 769,398 241,379
　総　収　入　（Ａ） 11,475,777 10,549,680 926,097

Ⅱ . 支出の部
　　１．事　業　費 10,270,000 8,596,649 1,673,351
　　　　　　部会活動費 2,270,000 2,006,579 263,421
　　　　　　（常設委員会）
　　　　　　　政策・事業委員会活動費 300,000 112,460 187,540
　　　　　　　広報委員会活動費 420,000 264,350 155,650
　　　　　　　技術士ＣＰＤ委員会 150,000 190,341 ▲ 40,341
　　　　　　（調査研究委員会） 0
　　　　　　　青年技術士懇談会 350,000 350,000 0
　　　　　　　防災研究会 300,000 331,768 ▲ 31,768
　　　　　　　受託業務委員会 50,000 0 50,000
　　　　　　　倫理研究会 100,000 57,660 42,340
　　　　　　（専門部会） 0
　　　　　　　建設部会 100,000 200,000 ▲ 100,000
　　　　　　　農業部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　電気電子部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　応用理学部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　衛生工学・環境・水道部会 100,000 100,000 0
　　　　　　　技術情報部会 100,000 100,000 0
　　　　　　選挙管理委員会活動費 0 0 0
　　　　　　総会開催費 900,000 989,931 ▲ 89,931
　　　　　　合格祝賀会開催費 1,000,000 153,915 846,085
　　　　　　法制定５０周年記念事業 0 398,585 ▲ 398,585
　　　　　　全国大会準備金 600,000 0 600,000
　　　　　　地域産学官開催費 650,000 0 650,000
　　　　　　北東３支部参加費支援 200,000 343,962 ▲ 143,962
　　　　　　機関誌作成費 1,200,000 1,239,540 ▲ 39,540
　　　　　　機関誌郵送費 150,000 261,921 ▲ 111,921
　　　　　　名簿作成費 2,300,000 2,331,000 ▲ 31,000
　　　　　　研修会費 50,000 0 50,000
　　　　　　各種資料購入費 600,000 590,000 10,000
　　　　　　会　議　費 50,000 21,590 28,410
　　　　　　旅費交通費 300,000 259,626 40,374
　　２．管　理　費 1,190,000 942,254 247,746
　　　　　　事務委託費 600,000 600,000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） 50,000 39,150 10,850
　　　　　　通信運搬費 100,000 80,982 19,018
　　　　　　什器備品費 30,000 588 29,412
　　　　　　消耗品費 50,000 49,910 90
　　　　　　印　刷　費 50,000 37,208 12,792
　　　　　　図　書　費 10,000 0 10,000
　　　　　　リース料 200,000 43,050 156,950
　　　　　　水道光熱費 50,000 50,000 0
　　　　　　雑　費 50,000 41,366 8,634
　　３. 予　備　費 15,777 0 15,777
　支　出　合　計　（Ｂ） 11,475,777 9,538,903 1,936,874
　次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 0 1,010,777 ▲ 1,010,777
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平成 20 年度�（社）日本技術士会東北支部収支予算案（特別会計）
（平成 20 年 4 月１日～平成 21 年 3 月 31 日）

（単位：円）
科　　目 Ｈ２０年度予算案 Ｈ１９年度実績 差　額（予算 - 実積）

Ⅰ . 収入の部
　　１．本部試験事務費 1,320,000 1,320,000 0
　　　　　　試験事務費 1,160,000 1,160,000 0
　　　　　　設営準備費 160,000 160,000 0
　　２．本部特別交付金※ 3,370,000 3,372,836 ▲ 2,836
　　３．雑収入 0 0 0
　　　　　　受　取　利　息 0 0 0
　　　　　　雑　収　入 0 0 0
　当期収入合計 4,690,000 4,692,836 ▲ 2,836
　前　期　繰　越 361,611 254,612 106,999
　総　収　入　（Ａ） 5,051,611 4,947,448 104,163

Ⅱ . 支出の部
　　１．事　業　費 750,000 592,522 157,478
　　　　　　試験実施費 100,000 51,677 48,323
　　　　　　会　議　費 50,000 21,591 28,409
　　　　　　旅費交通費 600,000 519,254 80,746
　　２．管　理　費 4,200,000 3,993,315 206,685
　　　　　　事務委託費 3,000,000 3,000,000 0
　　　　　　人件費（アルバイト） 50,000 39,150 10,850
　　　　　　通信運搬費 200,000 200,355 ▲ 355
　　　　　　什器備品費 30,000 588 29,412
　　　　　　消　耗　品　費 170,000 149,731 20,269
　　　　　　印　刷　費 160,000 111,626 48,374
　　　　　　図　書　費 10,000 0 10,000
　　　　　　リ　ー　ス　料 250,000 215,250 34,750
　　　　　　水道光熱費 160,000 152,515 7,485
　　　　　　雑　費 170,000 124,100 45,900
　　３．予　備　費 101,611 0 101,611
　支出合計（Ｂ） 5,051,611 4,585,837 465,774
　次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 0 361,611 ▲ 361,611
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１．講演要旨
　現代文明の発展は「過去の失敗」が源である。

　一般に、失敗情報は隠れたがるものであるが、大

事故や失敗発生の�因を解明し、事故・失敗を未然

に防ぐ方策を�ることが重要であることが言われて

いる。今�日本大学島崎教授より、失敗データベー

スを構築し、知識化したうえで知識配布されている

活動について、判り易くご講演を頂いた。

２．失敗と失敗学
2.1　失敗とは
　失敗の種類は、大きく 3つに分けられる。

①織り込み済みの失敗。ある程度の損害やデメリッ

　トは承知の上での失敗。 

②結果としての失敗。果敢なトライアルの結果とし

　ての失敗。 

③�避可能であった失敗。ヒューマンエラーでの失敗。 

　①と②の失敗は、「失敗は成功の元」となり得る失

敗である。また、この 2つの失敗については、状況・

結果な�がある程度予測できたり、経験からくる的

確な判�で対処することができる。

　一方、③の失敗は、失敗から�なる悪循環が生ま

れる失敗である。予想しておけば�避可能であった

にも関わらず予想をしていなかったためにパニック

研修会「建設分野における失敗知識の活用」

支部活動
建設部会活動報告

日時；平成２０年�５月１６日
場所；㈱ユアテック本社３Ｆ�Ａ会議室（仙台市宮城野区）
講師；島崎�敏一教授（日本大学理工学部土木工学科）

に陥り、ますます、状況を悪くしてしまうものである。

　また、失敗の�因は、「未知」「無知」「�注意」「手

�の�遵守」「誤判�」「調査・検討の�足」「制�条

件の変化」「企��良」「価値観の�良」「組織運営の

�良」の 10種に�因を分類することができることを

図 -1の ｢失敗�因まんだら ｣で示され、�んな失敗

でもこれらいくつかが重なったために起こるもので

あることを説明された。

2.2　失敗学とは
　失敗学（しっぱいがく）とは、起こってしまった失

敗に対し、責任追及のみに終始せず、（物理的・個人

的な）���因と（背景的・組織的な）根幹�因を究

明する学問のことである。

　その上で、その失敗に学び、同じ愚を繰り返さな

いようにするには�うすればいいかを考え、さらに

こうして得られた知識を社会に広め、他でも似たよ

うな失敗を起こさないように考えることが重要であ

る。

以上のことから、以� 3点が失敗学の核となる。

•�因究明 ��A: �aus� A�a�ysis) 

•失敗防止 ��P: �ai�ur� Pr�v��tio�) 

•知識配布 �KD: K�ow��dg� Distributio�) 

写真１　島崎先生の講演

図１　失敗�因まんだら
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　失敗は知識化し配布しなければ伝わらないため、

その失敗の客観的な情報（事象、経過、�因、対処、

総括、知識化）ならびに主観的な情報も加えて整備

する活動が必要となる。

2.3　失敗知識データベースの概要と使い�
　（1）失敗知識データベースの概要

　失敗知識データベースは、事故や失敗の事例を分

析し、得られた教訓をもとに共有できる知識として

整理し、収録されたデータベースである。

　このデータベースは、独立行政法人 ｢�学技術振

興機構 �JST)｣が 2001年 6�から、建設、材�、化

学、機械の分野について整備したものである。今後、

医療関�の事例について、収集整備することが期待

されている。

　（2）データベースの使い方

　失敗データベーストップ�ージから、｢�ーワード

｣の他、産業、機器、物質、現象な�の観点から失敗

事例を分析した ｢カテゴリー ｣、�因、行動、結果の

｢失敗まんだら ｣を利用して検索できる。

　

　また、国内外で発生した典型的な失敗事例、歴史

上で繰り返されてきた事例、社会に及�す影響が大

きい事例を 100例程度取り上げ、読みやすく記述さ

れた ｢失敗百選 ｣な�もある。

３．おわりに
　講演の後では、最�起こった航空機の管制指示ミ

スに関しての機長の発言に対する考え方や、石狩川

の河川事業における施策の妥�性な�について、�

熱した質疑応答が行われた。その中で、失敗の定義

付けは時代の移り変わりで評価が異なってくること

を認識することが重要であることが強調された。

　今�の講演内容は、失敗は必ず起こるものであり、

これを生かさなければ本�の失敗であり、生かせば

失敗とは言い切れないことを認識できた講演であり、

今後それ�れの分野・場面で、十分活用されること

が期待されるものであった。

　　　　　　　　　　　　　（建設部会　��　記）

写真２　研修会の様子

出典�｢http://shippai�jst�go�jp/fkd/S�arch｣
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はじめに
　技術士会東北支部が掲げている三つの活動。「①技術士会東北支部が掲げている三つの活動。「①
�PD 活動の積極的実施　②技術士の地位と知名度
向上 ③部会員の専門技術を通して地域社会へ��」  ③部会員の専門技術を通して地域社会へ��」③部会員の専門技術を通して地域社会へ��」
を基本として、�業部会も平成 13 年度から活動を
行っている。平成 15 年からの �PD 活動としての
研修会・見学会は、東北支部の�ーム�ージに部会
活動として概要を掲載している。19 年度の研修会・
見学会を�記に報�する。
1. 第 1 回研修会「今、なぜ農業水利か？」
　　　-- 水田�業の持続的発展への課題
　日時�平成１9 年 � � 26 日 � � )日時�平成１9 年 � � 26 日 � � )
　場所�パレスへいあん � 仙�市�葉� )場所�パレスへいあん � 仙�市�葉� )
　講師��森　新一氏（エイコウコンサルタンツ・講師��森　新一氏（エイコウコンサルタンツ・
　　技術本部長、技術士（�業部門）・�学�士）技術本部長、技術士（�業部門）・�学�士）
�1) 講演要旨�岩�川水�の�業水利の歴史は、水
　　利��の歴史でもある。起 ---「水土の知」、承利��の歴史でもある。起 ---「水土の知」、承
　---「岩�山水�」、転 ---「西�軽地域」、結 ---「水---「岩�山水�」、転 ---「西�軽地域」、結 ---「水
　田�業の持続」について、これらの�ーワードか田�業の持続」について、これらの�ーワードか
　ら、新しい発想に基づく新しい�業水利事業構想ら、新しい発想に基づく新しい�業水利事業構想
　を�立し、適切なプレ�ンテーシ�ンのもとに、を�立し、適切なプレ�ンテーシ�ンのもとに、
　�体化を図ることが必要である。�体化を図ることが必要である。
�2) 講演内容
　　�作経営の悪化にともない�業・��・��を�作経営の悪化にともない�業・��・��を
　めぐる環境は厳しさを�している。日本�業の解めぐる環境は厳しさを�している。日本�業の解
　体傾向の進展は、水を生み育てる�業��そのも体傾向の進展は、水を生み育てる�業��そのも
　のの��を意味する。水田�業を持続させるためのの��を意味する。水田�業を持続させるため
　には、安定的な�業用水の供給が必要である。国には、安定的な�業用水の供給が必要である。国
　はその対策として�地・水・環境保全対策事業にはその対策として�地・水・環境保全対策事業に
　取り組んだ。この事業を推進していくためには、取り組んだ。この事業を推進していくためには、
　�家はもちろん、広く県民が理解し、支援するこ�家はもちろん、広く県民が理解し、支援するこ
　とが必�である。とが必�である。
〇�業水利の今後を考える場合のいくつかの�ー
　ワードがある。①�業者の高齢化と減少　②管理ワードがある。①�業者の高齢化と減少　②管理
　団体の�政問題　③県・市��の�政問題　�生団体の�政問題　③県・市��の�政問題　�生
　産コストの�減対策　�水管理と環境問題　�国産コストの�減対策　�水管理と環境問題　�国
　��助事業と県単独事業�水利施設の再建設　���助事業と県単独事業�水利施設の再建設　�

　造成施設の管理な�が主要なものである。　造成施設の管理な�が主要なものである。　
　今、なぜ�業水利か？　一見�戦的にも受け止め今、なぜ�業水利か？　一見�戦的にも受け止め
られる演題の本日の講演は「今こそ、新しい�業水
利が求められる」と理解していただければ幸甚であ
る。
2.　第 2 回研修会「現地見学研修」
　仙�市 � 広瀬川等 ) 周辺の歴史的な水利施設の見学
　日時�平成１9 年 � � 30 日 � � )　9 時�日時�平成１9 年 � � 30 日 � � )　9 時�
�1) 見学場所 
　 ① 愛宕堰（仙�市�葉�河��） 
　　　 ＊明治２９年に築造。広瀬川から市街地を流
　　　　 る���と���の取水口。 る���と���の取水口。る���と���の取水口。 
　 ② 三居沢発電所 � 仙�市�葉�荒巻字三居沢 ) 
　　　 ＊明治２１年竣工。日本初の水力発電所。 
　 ③ 水道記念館（仙�市�葉�熊ヶ根） 　　　　
　　　＊仙�市の水道の歴史＊仙�市の水道の歴史
　 � 大倉ダム（仙�市�葉�大倉） 
　　　 ＊昭和３６年完成。日本で唯一のダブルアー チダム。 
　 � �北田ダム（仙�市泉�福�） 
　　　 ＊昭和５９年完成。中心コアー型ロックフ イルダム。 
　 � 南川ダム（黒川郡大和�） 
　　　 ＊昭和 62 年完成。ダム軸が中央で折れ曲 
　　　　がっている重力式ダムがっている重力式ダム        
3.　第 3 回研修会「山形県�産さくらんぼの過去・
　今・将来」� 情報技術部会と共催 )
　日時�平成１9 年 9 � 1� 日 � 水 )日時�平成１9 年 9 � 1� 日 � 水 )
　場所�� � ) �アテック会議� � 仙�市�葉� )場所�� � ) �アテック会議� � 仙�市�葉� )
　講師�西�　幸一氏（山�県�業総合研究センタ講師�西�　幸一氏（山�県�業総合研究センタ
　－主幹・バイ�育種�長）－主幹・バイ�育種�長）
�1) 講演内容
　山�県の�培面積　年々�加して 2900ha、うち山�県の�培面積　年々�加して 2900ha、うち
　�よけテント設置面積およそ 2000ha 産出��よけテント設置面積およそ 2000ha 産出�
　全国��位　222 �� � �業生産�の 10�)　�全国��位　222 �� � �業生産�の 10�)　�
　は ��2 �� � 生産�の �1�)。は ��2 �� � 生産�の �1�)。
�2) 山�県で�ウトウ�培が発達した要因
ア　自然要因と人的要因
　収穫期の降��が少ない、�風の被害が少ない、
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　扇状地で水はけがよい（適地適作）
イ � 品種の改良　省力的な品種と多様性に富んだ品
　種開発 -- 自家和合性、適正着果性、わい化性　温種開発 -- 自家和合性、適正着果性、わい化性　温
　�化に向けた品種開発�化に向けた品種開発
ウ � 加工向けから生食向け�ウトウへの転換
4. 第 4 回研修会「持続可能な農業資源を考える」
　日時�平成 20 年 1 � 23 日 � 水 )日時�平成 20 年 1 � 23 日 � 水 )
　場所�宮城県土地改良会館 � 仙�市�葉� )場所�宮城県土地改良会館 � 仙�市�葉� )
　講演 .1　「農業農村整備事業の現状と展開を踏ま
　　　　　えた今後の農業農村�学��の展�」えた今後の農業農村�学��の展�」
　　-- �業集�排水施設における�化�性の研究-- �業集�排水施設における�化�性の研究
　講師�中野　拓治氏（東北�政局��計�部長、・講師�中野　拓治氏（東北�政局��計�部長、・
　　　　　　　　　　　　�学�士）�学�士）
�1) 講演内容　
　　200� �政方向　200� �政方向　
　　��振興施策の全体像��振興施策の全体像
　　今後の�業��整備事業の展開　今後の�業��整備事業の展開　
　　今後の�業��工学技術の展�今後の�業��工学技術の展�
 

�2) 今後の�業��工学技術の展�　　　　　　　
　　�業��整備事業の現状と展開を�まえた�業�業��整備事業の現状と展開を�まえた�業
　��工学技術の�域��工学技術の�域
　（ア）東北地域の�業・��の現状
　（イ）��振興施策と�業��工学技術の�域（イ）��振興施策と�業��工学技術の�域
　（ウ）循環型社会の構築に資する技術
　　　　技術者は人・水・土の空間デ�イ�ー　　技術者は人・水・土の空間デ�イ�ー　技術者は人・水・土の空間デ�イ�ー

　講演 .2　「持続可能な農業資源を考える」
　　－マイ�スの地域資源をプラスに変える－－マイ�スの地域資源をプラスに変える－
　講師�両�　和�氏（東北大学大学�講師�両�　和�氏（東北大学大学�
　�学研究�　　教授・�学�士）�学研究�　　教授・�学�士）
�1) 講演内容　
　概要��業、��の新たな出発－概要��業、��の新たな出発－
　地域間格差の問題と�林水産業の地位地域間格差の問題と�林水産業の地位
○今日、中央と地方の地域間格差が大きな社会
　問題となっている。地方においては、�林水産問題となっている。地方においては、�林水産

　業は高度経済成長期までは地域経済の中心的な産業は高度経済成長期までは地域経済の中心的な産
　業であり、基盤的産業という位置づけであった。業であり、基盤的産業という位置づけであった。。
　　基本的な考え方は今日も同じである。地域間の基本的な考え方は今日も同じである。地域間の
　経済格差で問題となっているのは、まさに、�が経済格差で問題となっているのは、まさに、�が
　国の主�林水産業地域である。地域ブロック別一国の主�林水産業地域である。地域ブロック別一
　人�たりたり県民所得でみると、関東、東海およ人�たりたり県民所得でみると、関東、東海およ
　び��が全国平�より高く、反対に北海道、東北、び��が全国平�より高く、反対に北海道、東北、
　�国および��で�い。�国および��で�い。
〇�業、地域社会の持続性確保の問題
　　中央と地方の地域間格差の背景には、��業部中央と地方の地域間格差の背景には、��業部
　門の�振と政�・制度の�支え機能の��による、門の�振と政�・制度の�支え機能の��による、
　�家経済、地域経済の後�がある。こうした状況�家経済、地域経済の後�がある。こうした状況
　で、今後、�業、そして��地域は�持・発展がで、今後、�業、そして��地域は�持・発展が
　可能であろうか。地域社会の持続性を考える上で、可能であろうか。地域社会の持続性を考える上で、
　�面する問題、課題は極めて重大である。�面する問題、課題は極めて重大である。
〇�林水産資源を活用する新たな地域経済－地球規
　模の環境問題解決への��－新たな�林水産業の模の環境問題解決への��－新たな�林水産業の
　構築の取り組み－構築の取り組み－
〇「循環型流域経済圏の構築」－ NPO の設立�初
　からの目的は、地域資源の活用による「環境と経からの目的は、地域資源の活用による「環境と経
　済が両立する社会」の構築である。環境と経済の済が両立する社会」の構築である。環境と経済の
　両立というのは、一口で言えば、地域資源を活用両立というのは、一口で言えば、地域資源を活用
　した環境ビジ�スを立ち上げることで地域の振興した環境ビジ�スを立ち上げることで地域の振興
　を図ろうとするものである。以�のような取り組を図ろうとするものである。以�のような取り組
　みの基本方針を決めた。みの基本方針を決めた。
〇 ｢ 分水嶺から�岸まで」を一体的に捉える。これ
　は、河川の流域を一つの経済圏として捉え（「循は、河川の流域を一つの経済圏として捉え（「循
　環型流域経済圏」）、かつ、林業、�業、�業とい環型流域経済圏」）、かつ、林業、�業、�業とい
　う従来型の縦割り的な産業の捉え方をせず、これう従来型の縦割り的な産業の捉え方をせず、これ
　らを一体的な産業として捉える（「地域という業らを一体的な産業として捉える（「地域という業
　態」）ことである。そのための NPO 法人いわて�態」）ことである。そのための NPO 法人いわて�
　河�環境�ットワークの設立は NPO 法人等によ河�環境�ットワークの設立は NPO 法人等によ
　る地域環境ビジ�ス創出の取組みである。る地域環境ビジ�ス創出の取組みである。
〇地域イ�ベーションと社会システムの構築－社会
　技術研究の成果広義の社会技術研究の成果－地域技術研究の成果広義の社会技術研究の成果－地域
　資源を活用する新たな技術の開発資源を活用する新たな技術の開発
　「支援型 NPO 法人」という新たな NPO の必要性「支援型 NPO 法人」という新たな NPO の必要性
　と、�存の行政・関係団体等の機能を大�に見�と、�存の行政・関係団体等の機能を大�に見�
　す「公共イ�ベーション」の必要性の発見。す「公共イ�ベーション」の必要性の発見。
　新しい社会システム構築・運営主体の�成として新しい社会システム構築・運営主体の�成として
　三つの事例�①�巻��役場主体)　②陸�高田市・三つの事例�①�巻��役場主体)　②陸�高田市・
　住田� � ��的組織 )　③奥�市�沢�（�家が住田� � ��的組織 )　③奥�市�沢�（�家が
　中心）を紹介する。　　　（�業部会　奥田　記）中心）を紹介する。　　　（�業部会　奥田　記）　　　（�業部会　奥田　記）（�業部会　奥田　記）
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はじめに
　電気電子部会においても�年間���取得予定表電気電子部会においても�年間���取得予定表
に�り�以�の見学会を実施し�19 年度活動を完了
した。
　また�５� 13 日に 20 年度電気電子部会総会を開また�５� 13 日に 20 年度電気電子部会総会を開
催し�活動計�の了承を得た。
　実施した見学会の概要と 20 年度の部会活動計�実施した見学会の概要と 20 年度の部会活動計�
を�に紹介する。

１．第２回見学会（２� 2� 日）
　「東北電力本店ビルの設備関�施設」�給電指令所�
地�電気��地�空調機械��太陽光発電設備　他。
　時　間�13:30 � 16:30
　場　所�仙�市�葉�本�一�目 �-1場　所�仙�市�葉�本�一�目 �-1
　説明者�東北電力�式会社　電力流通本部説明者�東北電力�式会社　電力流通本部
　　　　　電力システム部　中央給電指令所電力システム部　中央給電指令所
　　　　　　　　副所長　�部　 優 　氏
　　　　　東日本興業�式会社　ビル事業部東日本興業�式会社　ビル事業部
　　　　　東北電力本店ビル管理事務所東北電力本店ビル管理事務所
　　　　　　　　主　任　鹿野　��　氏主　任　鹿野　��　氏
　参加者�電気電子�名�建設２名��業１名�参加者�電気電子�名�建設２名��業１名�
　　　　　機械１名�一般２名�計 1� 名機械１名�一般２名�計 1� 名

1.1　�����の概要　�����の概要�����の概要　
　東北電力本店ビル内の中央給電指令所は��森（岩東北電力本店ビル内の中央給電指令所は��森（岩
手・秋田）�宮城（山�・福島）�新潟地�の各給電
指令所の�統運用を統括するとともに�需要調整�
広域運用（全国の電力会社と�調して電気をやりと
り）と云った中枢を担っている。
　電気の使用�は�１日のうちでも���によって電気の使用�は�１日のうちでも���によって
も大きく変化する（図 -1「日間総需要曲線」参照）。
�場�気温が１�上がるごとに電力需要は�� �0
� [kW] も�加する（平�的な住宅 10 �軒以上の
電化�品フル使用に匹敵）。この大きく変化する需要
に�貯蔵が難しい電気をバランスよく供給（発電）し�
家庭用器�や産業用機器に悪影響とならないように

コントロールしている。即ち�指令所の使命は�
■品質がよい（周波数・電圧の安定�停電が少ない）
■�コスト（発電所の燃�費の���送電線・変電
　所の損失�減）の電気を供給するためのコントロー
ルセンターとなっている。３交替 2� 時間体制で５
班 �20 名 ) が組織され�さらに日勤員で 15 名のス
タッフが通年活動を支えている（図 -2「指令状況」
参照）。
　需給運用計� � 電力潮流計算 ) は���の他�景
気動向・社会の動き・気象状況・曜日といったパラメー
タから�年間・�間・週間・１日毎に立てられる。
　過去の膨大な実�も加味し�自動的に運転制御指過去の膨大な実�も加味し�自動的に運転制御指
令が発せられるが�突発的な事態に際しては�運転
員が迅速に対応する（予測→計�→自動運転→確認・

「各技術部会の 19年度活動報告（及び 20年度活動計画）」

支部活動
電気電子部会活動報告

（電気電子部会の活動報告及び計画）

日時；平成２０年�５月２０日

図 -1　日間総需要曲線と供給力内訳

図 -2　指令状況
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�正のサイクル運用）。この運用の際�発電種別の�
性をうまく組合せる「ベストミックス」が�ーワー
ドとなる（�述�図 -1「供給力内訳」参照）。
　発電コストの�減も考慮に�子力・火力発電をベー
ス電源とし�電力需要の変化に呼応した水力・石油・
天然ガス発電の出力調整を行っている。参加者から

「�のシステムが応答性に優れているか」の質問には�
水力のレスポンスが５� 10 分程度と速く�全体で
も 30 分以内に適正発電�の範囲に�着かせること
が可能との�答があった。
　搬送�の送電線や変電所の管制�電力�ットワー
クの電力潮流調整も�統運用業務として成されてい
る。発電所の出力調整とリンクさせ�メンテ�ンス
や自然災害による停電・一部停止に対して�別ルー
トからの供給�供給ラインの許容容�を越えない管
理等も重要な業務の一つになっている。
　運転員の技術力向上と自動給電システムの冗長化
を果たすため�実際の中央給電指令所と��同様の
設備を同フロアに備え�訓練シミュレータルームと
している。訓練内容は�大型発電所の停止や広範囲
な停電事故と云った突発的な状況をトレー�が設定。
それに対し�運転員の迅速な判�・緊密なチームワー
クにより的確な需要制御・�統運用を行い�電力供
給を安定的にコントロールできるトレーニングを
行っている（各班とも一ヶ�に１�以上のインター
バルで訓練を実施している）。また�年間の需要・�
統運用計�の作成等の際にも�訓練シミュレータ機
能を活用している。

1.2　その����の��　その����の��その����の��
　給電指令所の見学の後�太陽光発電システムの実
際�地�空調機械�・�蓄熱槽の���地�受電設
備の概要等の説明を受けた � 図 -3「�層棟塔屋太陽
光アレイ設置状況」参照 )。

1.3　見学会に参�して　見学会に参�して見学会に参�して
　東北電力中央給電指令所の「最重要インフラ供給東北電力中央給電指令所の「最重要インフラ供給
機能」として根幹を成すものの一端に触れることが
でき�大変勉強になった。また�施設への自然エ�
ル�ーの取入れや周辺環境との�調等�企業として
の取組み姿勢に共感することができた。
　東北電力�式会社殿�東日本興業�式会社殿のご
�力に�この場を借りて御礼申し上げます。

２．本年�の活動計画
（１）�１�研修会�内容���報�
　①　日　　時�平成 20 年５� 13 日（火）①　日　　時�平成 20 年５� 13 日（火）
　　　　　　　　1� 時 00 分� 1� 時 00 分1� 時 00 分� 1� 時 00 分
　②　場　　所���アテック　３�� Ａ会議�②　場　　所���アテック　３�� Ａ会議�
　③　講演内容�「新エ�ル�ーの実情」③　講演内容�「新エ�ル�ーの実情」
　　　　　　　「�又風力発電設備」
　�　講　　師���アテック 技術開発センター�　講　　師���アテック 技術開発センター
　　　　　　　　技術開発チームリーダー技術開発チームリーダー
　　　　　　　　　　　　　　守山　�　氏　　　　　　　　　　　　　　守山　�　氏　守山　�　氏　
　　　　　　　　同　風力建設推進�　係長同　風力建設推進�　係長
　　　　　　　　　　　　　　五十�　��　氏五十�　��　氏

（２）�１�見学会
　①　日　　時�平成 20 年６� 20 日（�）①　日　　時�平成 20 年６� 20 日（�）
　　　　　　　　1� 時 00 分� 16 時 00 分1� 時 00 分� 16 時 00 分
　②　場　　所�仙�市宮城野�地内②　場　　所�仙�市宮城野�地内
　③　見学内容�「仙�東部共同�の施設と設備」③　見学内容�「仙�東部共同�の施設と設備」
　� 説 明 員�国土交通省　東北地方整備局� 説 明 員�国土交通省　東北地方整備局
　　　　　　　　仙�河川国道事務所仙�河川国道事務所
　　　　　　　　　建設監�官　　��　��　氏建設監�官　　��　��　氏

（３）その他
　�２�講演会（10 �頃）��３�講演会（12 �
　頃）��２�見学会（１�頃）　テーマ未定
本年度も多くの皆様方がご参加をできるよう�企�
に努めて参ります。　　　　　　　　　　　以　上　　　　以　上以　上
　　　　　　　　　　　（電気電子部会　�山　記）（電気電子部会　�山　記）

図 -3　�層棟塔屋太陽光アレイ設置状況
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 はじめに
　応用理学部会では、『地域と住民のための減災』を

目指して、地�防災ワー�ンググループを立ち上げ

（平成 15年 11�）これまでに、� �0�以上の出�

講座に関する活動を行ってきました。仙�市の市民

センターを中心とした活動ですが、石巻市や�森県

の野辺地�な�でも出�講座を行い、防災マップ（マ

イマップ）作りのお手伝いをさせていただいており

ます。平成 19年度は、石巻市でマイマップづくりの

お手伝いをした�か、仙�市東部市民センター、�

�通市民センター、福�市民センター、西多賀小学

校、�森県野辺地�社会福祉�議会な�で出�講座

を行ってまいりました。

　以�では、若林�主催の地域防災リスクコミュニ

�ーション会議の� 1部の基調講演を担�させてい

ただいたので、このことについて、ご紹介いたします。

１．目的と経緯
　若林�では、来るべく宮城県沖地�に対する備え

として、�内の自主防災組織担�者を対象として、

自主防災意識の高揚と応急活動の実践力の向上を目

的とした地�防災に関する会議を開催しました。平

成 1�年に同じ会場で防災マップ（マイマップ）づく

りの出�講座を担�したことが、今�の基調講演を

させていただくきっかけでした。平成 1�年 6�の�

1�目の講座（座学）で地�のメカニズムと若林�周

辺の地盤な�について講座を開きましたが、地�防

災に関するでわかりやすい話を�きたいとのご要�

で、基調講演をお引き受けすることになりました。

２．講演の�容
　応用理学部会地�防災ワー�ンググループが担�

した� 1部の基調講演は、�半を今野が後半を守屋

が担�しました。� 2部では、若林�内の自主防災

組織の代表者と仙�市の社会福祉�議会の担�者が

活動内容について報�しました。

　� 1部では�に、若林�の地盤の��と地�の一

般的な知識と、聴講者が�内の自主防災組織の担�

者（多くは�内会関係者）であるため、今後�内会で

取り組む時の自助、共助のあり方について講演しま

した。技術士という立場で、最新の�学技術による

知見とこれまでの地�防災活動で得られた経験をま

とめて防災担�者に伝えるよう努力したつもりです。

2.1　講演�容
　講演の内容は�の通りです。

　1�地�発生のメカニズムと若林�の地盤構成 

　2�地盤から見た災害種別 

　3�自助へのアプローチ　�地�は魔物� 

　��災害復旧への�備 　

1�では宮城県沖地�の発生のメカニズムについて海

　�型の地�の発生と緊急地�速報の話、地�の再

　来周期や地盤の成り立ち・種類と揺れやすさの関

　係、��の宮城県沖地�の被害状況についてお話

　しました。

2�では若林�の地盤の構成と地表から見ただけでは

　わからない地盤の構造と、注意しなければならな

　い地盤の種類、被害を決める組み合わせ（地盤と上

　もの、振動の大きさ・継続時間な�）、現在の�の

　構成と地�時に注意すべき現象な�についてお話

　しました。

3�では地�に備えた地域ぐるみの取り組みの例（講�

　会、防災訓練、情報交換）な�について�果的な

　やり方の紹介をしました。

地域防災リスクコミュニケーション会議��―宮城県沖地震と若林区―

応用理学部会活動報告

支部活動

日時；平成 20年�2月 1日（金）（午後 1時 30分～ 4時）
場所；若林区文化センター展示ホール
主催：若林区
講師；守屋資郎（復建技術コンサルタント、技術士（応用理学、建設、森林、総監））
���今野隆�（ジオプランニング、技術士（応用理学））

震地防災ワーキンググループによる出前講座



平 20 年 7 月 1 日ガイアパラダイム　技 術 士 東 北第 47 号

ー 2� ー2� ーー

��では災害復興への備えとして、防災マップの作�

や�内の専門技術を持つ人たちへの�力要請な�普

段からの�備の大切さと、ボランティア受け入れ時

の防災マップの活用についてもお話しました。

３．会議の状況
　会議には、若林�の自主防災組織関係者が 200名

��集まり、若林�の�長、副�長と担�の若林�

�民生活課職員が参加しました。基調講演に引き続

き 2か所の�内会、自主防災組織からの取り組みに

ついての報�がありました。このうちの 1箇所は以

�出�講座をさせていただいた市民センターの館長

さんであり、ご挨拶させていただきました。お話の

内容で、地域によって避難所な�の運営について温

度差があり、地域性の違いが大きいと思いました。

また、災害ボランティアの取り組み状況についても

報�があり、仙�市社会福祉�議会の取り組みが紹

介されました。

　この会議の様子が河北新報に紹介されましたので

新�切り抜きを掲載させていただきます。（写真 -1）

４．おわりに
　応用理学部会地�防災ワー�ンググループでは、

今後も出�講座な�『地域と市民のための減災』を目

指した活動を続けていく予定です。出�講座で勧め

ている防災マップ（マイマップ）づくりの�ウハウを

まとめたパンフレットを平成 20年 6�に印刷する予

定です。これには、応用理学部会の年間活動費と宮

城県技術士会防災委員会の年間活動費に相�する�

�をすべて充�しております。

　出�講座の折に配布の予定ですが、出�講座を�

�受けない方でも、読みながらマイマップを作れる

ように配慮したものです。これを活用してよりよい

防災マップができ、地域の地�防災に役立つことを

期待しております。

　地�防災 WGを代表して今野が報�しました。

　（注�地�防災 WGは、応用理学部門技術士が 19

名参加して活動しておりますが、部門を越えた参加

者も歓迎しております、ご興味のある方は支部事務

局へお問い合わせください）

　　　　　　　　　　　（応用理学部会　今野　記）

写真 -１　リスクコミュニ�ーション会議
の紹介記事（平成 20年 2� 5日　河北新報
　朝刊 26面）
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A.見学会『環境をひろく捉えよう』
　①汚泥炭化処理施設（鶴�市�化センター）

　②コンポストセンター（鶴�市） 

　③無雪・クールロード（鶴�市役所公園）  

　�波エ�ル�ー利用型防波堤（酒田市）

　�自然の水循環と湧水（遊��）

　�東北電力�酒田リサイクルセンター（酒田市）

　見学� 1日目は、生憎の�天であったが、鶴�市

�化センター�波エ�ル�ー利用型防波堤を見学し

た。汚泥炭化処理施設とコンポストセンターでは、

鶴�市建設部�水道課主幹の相馬弘さんから、施設

を見ながら説明を受けた。

　無雪・クールロードの説明は、鶴�市建設部�市

計�課係長の有地裕之さん（技術士・上�水道部門）

から説明があった。�細は、本�に��に有地さん

が執�されているので、興味のある方は、一読願い

たい。

　波エ�ル�ー利用型防波堤は、国土交通省酒田港

�事務所の所管で、平成 3年度の土�学会技術開発

賞受賞施設である。酒田港�事務所工務課長の三�

光政さんから、ビデ�や模型な�を使って、説明を

受けた。

　その日は、�年の見学会で利用して参加者から大

好評だった、遊��の鳥海自然文化館「遊楽�」に宿

泊した。

　２日目は、霊峰・鳥海山を水源とする湧水と自然

の水循環を見学した。�界的にも例の少ない海岸や

浅瀬に湧水がある一方で、山の中腹に�や滝な�が

点在している。遊��地域生活課生活環境係主査の

菅��子さんが、案内をしながら、説明してくださっ

た。遊��では、�でも湧水の水温が�いことから、

�河期からこれまでイバラトミ�が河川に生息して

いる。

　最後に、絶縁油リサイクルをしている東北電力�

酒田リサイクルセンターを見学した。センター副所

長の菅野真一さんとセンター工事所土�建築課長の

島�勤さんから、説明してもらった。

B. 公開講演会『人と水、くらしと環境の関わり』
１．講演タイトルと講師
①くらしの水まわりのこれから・・・日本は高齢社会

　で混浴、女性は立小便に�帰？　��アテック

　　赤井仁志〔技術士（衛生工学部門・総合技術監理

　部門）〕②環境と衛生に配慮した人工水景・・・戯

　れる・煌く・ざわめく・安らぐ　 �渡辺コンサルタ

　ンツ　渡辺敬蔵〔技術士（上�水道部門・�業部門・

　総合技術監理部門）〕

③水を感覚で捉える・・・滝、噴水、美味しい水、水

　のにおい �tc�　 東北文化学園大学教授　�田誠之

　〔技術士（衛生工学部門）・工学�士〕　

�水と文明・・・三内丸山�跡での植物・食べ物・ニ

　ワトコのお酒から、気候変動と食糧を考える（大学

　共同利用機関法人 人間文化研究機構）総合地球環

　境学研究所教授　��洋一郎〔�学�士〕

２．�容
　衛生工学部門、環境部門と上�水道部門に関わる

『人と水』の内容で、部会長の赤井仁志、副部会長の

渡辺敬蔵、部会幹事の�田誠之の３氏から講演があっ

た。

　休憩後、��にある総合地球環境学研究所教授の

��洋一郎さんから、三内丸山�跡での食べ物やお

酒な�についてお話いただいた。��洋一郎さんは、

気候変動や食糧、�業の最先端の研究者である。

　　　（衛生工学・環境・上�水道部会　 赤井　記）

平成 19年度下期 活動報告

支部活動
衛生工学・環境・上下水道部会活動報告

★見学会�『環境をひろく捉えよう』
��日時：平成 19年 11月 15日（木）～ 16日（金）�� 場所：山形県庄内地方
★技術士法制定 50周年記念 公開講演会『人と水、くらしと環境の関わり』
��日時：平成 19年 12月 5日（水）��� 場所：㈱ユアテック 本社 ３階
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第 4回研修会　
１�新エ�ル�ーの定義と実際�①自然エ�ル�ー、
　②再生可能エ�ル�ー、③石油代替エ�ル�ー等
　がある。日本の電源構成は、�子力 29�、天然ガ
　ス 26％、石炭 2�％、石油等 10％、水力 10％、
　新エ�ル�ー 1％（200�年実�）と、新エ�ル�ー
　の地位は�い。
２�評価手法�①経済性評価（経済性工学の手法活
　用、売電単価や発電単価の�較から）、②環境性評
　価（L�A評価、L��O₂評価、エ�ル�ー�イバッ
　クタイム等から）、
３�太陽光発電� 太陽光の持つ光エ�ル�ーを光電
　変換して電力として取り出すシステムを言う。太
　陽電�がその例、今主流はシリコン結晶型である
　が、半導体産業とのシリコンの取り合い等から�
　結晶型に移行中。省エ�性、ランニングコストに
　優れるが、天候に支配される弱点がある。
４�風力発電�省エ�性に優れるが、風のエ�ル�ー
　活用のため、気象条件に左右される欠点がある。
　北海道・東北・��に多い。風車のタイプは様々だ
　が主流はプロ�ラ型、大型化が進展している。
５�燃�電��燃�を改質して�造した「水素」と「酸
　素」を化学反応で発電するもの。様々なタイプが
　あるが、家庭用・車積載用の「固体高分子型」が注目、
　寿命と経済性が目�の課題である。
６�コージェ�レーション��動機を用いた熱伝併
　給システム、発電と同時に排出される熱を給湯や
　冷�房に使用、熱を利用した総合�率で最大 �0％
　程度になる。省エ�性に優れる。
７�バイ�マス�生物由来のエ�ル�ー源活用で発電、
　車の燃�に使用する。飼�、食�の転用で価格が
　高騰、�界的な食�問題になる。
��総合評価�新エ�ル�ーには、それ�れに長短
　所あり、環境問題の取組みが�果を左右する。

Ⅱ．第 5回研修会（Ⅰ）のテーマでは、
１�バイ�マス利用技術とは�①バイ�マスとは、「再
　生可能な、生物由来の有機性資源で化石資源を除
　いたもの」、②バイ�マス利用技術の視点は「エ�
　ル�ー変換」「システム」で捉えることが出来る
　。研究�では後者の立場から「地域バイ�マス利用
　のシステム設計」を「熱エ�ル�ー」「物質循環」「環
　境経済」「地域社会」の４つの��で考えている。
2�地域社会のエ�ル�ー利活用の現況�目�、地域
　は「振興」「経済」「雇用」の面で課題を抱える。そ
　の中にあって、「風力」「太陽光」「バイ�マス」発
　電に取り組み中である。
３�中田研究�の現況��研究�は「技術社会システ
　ム」専攻の「エ�ル�ー環境社会マ�ジメント」分
　野でマスター・ドクター中心に（含海外生 �名）総
　勢 2�名の陣容で「地域社会のエ�ル�ー利活用
　の課題に取り組んでいる。

（Ⅱ）のテーマでは、
１�バイ�マス転換燃�の動向���議定�で「温�
　�果ガス削減の義務化」により、�界はバイマス
　転換燃�導入に勢いをつけ、日本でも各省がそれ
　�れにこの課題に取り組み中である。目�の対象
　は「バイ�エタ�ール」「バイ�ディー�ル」である。
２�「バイ�エタ�ール」の��は、サトウ�ビ・甜
　菜・小麦・とうもろこし等であり、主たる生産国は
　ブラジルと�国、日本では様々なエ�ル�ー作物
　からのエタ�ールで実証テストが進行中である。
３�「バイ�ディー�ル」の��は、菜種・ひまわり・
　大豆・椰子等であり、欧�が主体になっている。
　日本では、廃食油リサイクルで実証化される。　
　　　　　　　　　　�技術情報部会　小野寺　記）
　（注）報� �Ⅰ )�Ⅱ )の�細は�ーム�ージ参照、

H19年度の活動状況（研修会 2回実施）

支部活動
技術情報部会活動報告（Ⅱ）Ⅰ．

第 4回テーマ：「新エネルギーの実情と経済性」
第 5回テーマ：（Ⅰ）「エネルギーから見た地域バイオマス利用の今後の展望」
�������（Ⅱ）「バイオマス燃料を巡る現状と課題について」
実施日時：平成 20年 1月 29日（火）、3月 7日（金）、15：00～ 17：00
場所：（株）ユアテック�３F会議室（仙台市宮城野区）
第 4回の講師：守山�寛（所属：（株）ユアテック、技術士（建設・総合管理部門））
第 5回の講師：中田�俊�（東北大学大学院工学研究科教授：技術社会システム専攻）
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１．講演要旨
　東北地方は、宮城県沖地�（S�53）、日本海中部地
�（S�5�）な�の大地�災害を経験しており、住民
の災害に対する意識は高い地域と言える。この地域
における最大の関心事は、30年以内の発生確率が
99％と予測されている宮城県沖地�の再来である。
　平成 1�年 ��、内閣�から『事業継続ガイドライ
ン』が発表されて以来、わが国においても『事業継
続計����P（�usi��ss �o�ti�uity P�a�）』という
言葉が定着しつつある。大地�が発生した場合、�
定の事業に関係する多くの企業や組織がダメージを
受けるため、一つの企業の ��Pだけで事業継続を実
現することは�可能である。したがって、サプライ
チェーンを通じた計�の策定、�には自治体な�を
交えた地域ぐるみの取り組みが必要となる。
　本研修では、最先端の ��P計�及び ��Pを支え
る地�対策技術を講演いただいた。
２．今なぜ BCPか？
2.1　過去の大地震にお�る教訓
　平成 �年 1� 1�日に発生した阪神淡�大�災は、
死者 6千人、負傷者 ��人、被災� 10兆�以上の�
市型�災であった。インフラ被害も深刻で、神�港
は機能停止状態に陥り、代替港は韓国の釜山港とな
る。この影響もあってか、現在の神�港の扱い貨物
�は�災�の �0％に�まっている。
　平成 16年 10� 23日に発生した新潟県中越地�
は、死者 6�人、負傷者 �千人以上と阪神淡�大�災
に�べ被害は少なかった。これは、住宅密集地域の
小千谷市な�で、阪神淡�大�災以後に災害に備え
た街づくりを推進してきたことが要因と言われてい
る。ただし、�源地付�に位置する新潟三洋電子�
では、操業停止が長引き、損失は ��0��に達した。
関係者の『1ヶ�休業したら、顧客は戻ってこない』
と言うコメントが印象的である。
　両事例ともに、��Pの重要性を示唆している。
2.2　建�業の BCP
　神�港、新潟三洋電子�ともに、操業停止が長引
くことによる『顧客離れ』が、�災復興後に経営を圧

迫する��的災害として発生している。
　建設業は、社会インフラや生活基盤施設を災害か
ら守り、�に被災時には復旧活動を優先する使命が
課されている。本社・本部機能や通信網のバックアッ
プは�然の事として、むしろポイントは従業員が役
割に応じた活
動を自立的に
遂行し、組織
として�滑な
活動が推進で
きる体制を日
常的に教育・
訓練しておく
ことである。
このため『被災予測シミュレーションシステムの構
築』『被災時個人行動マニュアルの策定』『�災訓練
の実施』な�、企業���に従業員のための ��Pを
付加することが重要である。
３．おわりに
　高度経済成長期に整備された橋梁等の社会資本は、
度重なる�災に耐え、多くの損傷を受けながらも、
その使命を果している。阪神淡�大�災以降、耐�
性能向上の必要性が周知され、インフラの耐��強、
�修工事が急�ッチで進められている。
　��Pの課題の１つに『被災後の出勤可能な従業員
確保』が挙げられる。今後 30年で宮城県沖地�の発
生確率 99％の報道に対し、自らが大地�に備え、自
宅の耐�化や食�備蓄に躍起になる反面、『土�技術
者として被災地に出向く事が可能なのか？』、『自宅
も勤務先も被災した場合、�ちらの片付けを優先す
るのか？』と言ったジレンマに陥る。しかしながら、
このようなジレンマを抱えるのは、私のみならず、
全産業従事者にも同様の事が言える。
　講�会等を通じ、地域住民に適切な情報を発信し
続けることが重要であり、企業内技術士としては、
これらの情報に関する調査、研究、対策方法等につ
いて、最良の技術�案を行うことが使命と言える。
　　　　　　　　　（�年技術士懇談会　開�　記）

研修会「（社）日本技術士会�東北支部�青年技術士懇談会�第 1回研修会」

支部活動
青年技術士懇談会�活動報告

講演；「ＢＣＰ（事業継続計画）を支える地震対策」
日時；平成１９年�６月２８日
場所；宮城県土地改良事業団体連合会 ５階大会議室（仙台市青葉区）
講師；石川 裕 氏（清水建設株式会社 技術研究所 施設基盤技術センター 所��技術士（建設部門））
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１．はじめに
　�２�目の�災対策技術展の取り組みは、昨年の
反省からはじまりました。
　昨年は技術士会内部で講師を仕立てパ�ルディス
カッションを行いましたが、①専門的すぎて内容が
よく伝わらない。②技術士会の内部目的に�い。③
参加者の身�な話題になっていない。といった点を
�まえ、今年は「シンポジウムに参加した市民のみな
さんや技術士が、さらに情報を伝達して輪を広げ、
地域力の向上や地域全体の減災につなげる」ことを
目的としました。
　また、中期的には、出�講座の集大成を発表会の
ようなスタイルとして開催しては�うかとの意見も
あり、今後も継続的に、市民の目線にたって「防災」
を論じていこうとする方向性を確認しました。
２．シンポジウムの要旨
　５名の方より「�災に対する備えと対応」について
ス�ーチをいただき、コーディ�ーターの東北放送
ア�ウンサー大井健郎氏の進行でパ�ルディスカッ
ションを行いました。100名定員の会場に立ち見も
出る盛況ぶりでした。また、�災対策展事務局調べ
では、遠く三重県からの聴講者もあり、地�に対す
る備えと対応についての関心が伺えました。
・�災に対する備えと対応（田脇正一氏�仙�市）
・道�における�災への備え（田澤�雄氏�国交省）
・東北電力の地�対応�大地�への備えと早期復旧
　を使命に�神長一弘氏（東北電力）
・�災時における住民と放送局の�ットワーク
　（阿部清人氏�せんだい泉エフエム放送（�））
・災害ボランティアの活躍と地元住民の役割
　（北川進氏�社会福祉法人宮城県社会福祉�議会）
・パ�ルディスカッション
　（大井健郎氏�東北放送�式会社ア�ウンサー）
３．シンポジウムのながれ
　�災に対する備えとして行政を代表して仙�市よ
り総合防災の取り組みや宮城県沖地�の被害想定に

基づいた対応や、国土交通省からは、�に�災�後
より時間軸に対応した復旧計�、災害に強い道��ッ
トワークの確保、道の駅の防災拠点化な�お話をい
ただきました。
　ライフライン事業者を代表し、東北電力からは�
災後の電気復旧の使命や停電後の備えについて市民
に分かりやすい説明があり、工事車両には電�や配
電施設の�ビがあり他方から応援要請する場合でも
迅速な対応が可能と十分な対応について関心が強ま
りました。
　放送事業者のせんだい泉エフエムからは、阪神淡
�大�災�後に地域エフエム局が果たした役割を伺
い、地域に密着した情報の�供の仕組みや�ウハウ
について説明があり、最後にみやぎ社�より現場で
のボランティアのうごきや災害を風化させないとの
訴えがありました。
　このように各方面から�災�の備え、�災後の対
応という流れをつかみながら参加者がさらに自分の
家�や地域、会社な�の各組織に生きた情報として
伝達していく知識や知�の伝達が発信できたものと
考えています。
４．ブース展示
　ブースは 3ｍ�方の大きさで 3面が壁面となって
おり、応用理学部会の皆様のご�力をいただきなが
ら、地盤図や出�講座の掲示物を張り出しました。
また、見学者には、防災カード、呼子笛、シンポジ
ウムプログラム、仙�の地盤図等を配布しました。
　仙�市の地盤図や出�講座の掲示な�、まさに地
に足の着いた展示が好評を�し、多数の方々にご来
場いただきました。
５．おわりに
　会場は満員御礼となりました。防災に対する意識
の高まりが感じられました。防災は行政や技術士（屋）
が軽減するものではなく市民力の向上が�可欠です。
市民の代表の技術士として社会福祉に��していき
たいと思います。　　　　　（防災研究会　斎�　記）

研修会「第２回震災対策技術展みやぎ」

支部活動
防災研究会活動報告

日時；平成１９年１０月３１日～１１月１日
場所；夢メッセみやぎ（仙台市宮城野区）
パネリスト；国土交通省、仙台市、東北電力、エフエムいずみ、宮城県社協
コーディネーター；東北放送アナウンサー

（震災に対する備えと対応）
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はじめに
　倫理研究会では、毎� 1�支部事務局を使用して

いろいろな課題を討議しながら倫理観の醸成に努め

ている。ここでは、その中での話題について報�する。

1.　倫理テキストの作成について
　技術士は、Prof�ssio�a� E�gi���rとしての倫理

観に優れていると言われ、大学等の「倫理」講座を担

�させられている。現代の大学生は、隅谷三喜男東

大名誉教授が唱えられているように「三無主義」、「�

かない、読まない、考えない」学生が存在している。

　技術士は、このような状況に遭遇した時、�のよ

うに対処すべきかで悩むことがある。しかも倫理と

は、和辻哲郎�士の言を借りれば「人間社会の共同態

としての根�をなす秩�」（「人間の学としての倫理

学」岩波文�）である。講師依頼を受けた技術士は、

大学側の期待に応えるために、テ�ストの選択から

はじめるのだが、�刊本の内容が哲学的であって、

指導する側も困惑させられてしまうことになる。学

生達は、技術者になることを目指して学�を選択し

てきていると考えるのだが、�とん�の学生が目的

を持たずに、漠然とした気持ちで入学してきている。

そのために、指導する側としては、技術知識を学ぶ

ことの素晴らしさ、その役割を果たすことの意義や

喜びを感じさせることに興味を抱かせることを説明

してやらなければならない。

　そのために、テ�ストは、先人技術者の功�や伝

記をもとに、技術者の役割、心構え、あるいは考え

方等を参考に、自ら編纂することになる。例えば、

そこには、明治時代に活躍してきた土�技術者廣井

勇、�山士、�田与一等の業�を根�に、技術者の

義務や責任における倫理的思想を包含したものにな

る。技術者には、学ぶべき目�、信念が存在してい

なければ、�の中を俯瞰的に観察する能力、物事を

考える能力、判�する能力も育成することができな

いと思うからである。

　講義では、歴史や伝記を中心に講義し、学生達に「調

べる、考える、�かせる」ことをマスターさせるた

めに、講義後にテーマを与え、レポートを�出させ、

学生との交流を深めるようにしている。その行為は、

学生達に技術者としての魅力を感じさせ、積極的に

学ぶことの大切さを�得して貰うために実施してい

る。テ�ストの作成は、そのような学生との交流経

験を基に進めている。

2.　新規メンバーの発掘
　�常勤講師の定年は、�別な理由がない限り �0

歳である。私が�常勤講師を担�したのは、�0歳の

時であった。そして 3年間にわたって学生達を指導

してきたが、その間に定年制を大学が導入している。

　従って、�会としては、�代を引き継げる指導者

を育てることが必要になってきている。この業務は、

技術士であれば、誰でもが、�ぐに対処できるわけ

ではないと考えれば、若手教育者を育てることも考

えておかなければならない。�会に所属しない人で

も、いろいろな大学や高専で指導している人はいま

すが、その人達の話によれば、大変な苦労をしている。

私達は、倫理概念を有していても、教えることの難

しさや、その技術を会得している訳ではない。そこ

で私たちは、�年技術士懇談会のメンバーにアプロー

チをしている。�会は、哲学の�界における倫理思

想ではなく、技術者の�界における倫理概念、即ち、

失敗や技術的判�として遵守しなければならない倫

理概念を醸成することを目的にしている。是�、�

研究会に出席したいと考えられる方は、支部�ーム

�ージを見て倒壊の定例会に参加して�さい。そこ

には、指導することによって、自分を育ててくれる

喜びを感じさせてくれるものがある。

3.　「���倫理要綱」の改訂について
  技術士会では、今年から「技術倫理研究者会議（�

称）」を設置し、「技術士倫理要綱」の検討をはじめ

研究会における最近の話題

倫理研究会活動報告

支部活動
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られている。�会からは、江平と小野寺が委員に登

録されているが、その活動の�細についての�絡が

今のところなにもない。しかし「技術士倫理要綱」に

ついては、一昨年に改定案を支部宛に送付され、�

研究会で検討した結果を意見として�申しています

が、昨年の理事会で否認されたとの風説が�かされ

ている。その結果、このような会議が設けられたの

ではないかと想定されるが、いずれにしても、この

組織は、福井市での全国大会と時に、杉本技術士に

耳打ちされたことにあると思っている。技術士倫理

は、今や、技術士に負わされている義務であること

からも、全国的な技術者会議に発展することも考え

られる。

４．��者倫理問題について
　現代社会では、技術者倫理に関する問題が多発し

ている。例えば、企業内技術士のコンプライアンス

概念は、�処かに消散してしまったかのように、石

屋�菓の「�い恋人」、銘菓「赤福」の改竄事件、割烹

「�兆」の「もったいない」事件、「賞味期限・消費期

限」の縦割り行政のあり方等、そこに意図的な経営

上の損得問題が�んでいる事件である。これらの問

題は、技術者の単純ミスや失敗例と異なった人間欲

によって引き起されたものである。�会では、これ

らの問題を取り上げ、各専門分野の方々の意見を拝

聴し、知識の向上を図ると共に、倫理概念について

の意見交換を行なっている。そこには、他分野の知

識や智�を学び、己の知識�足を感じさせられるも

のがある。

５．支援活動について
　�会では、県士会との共催で「技術者倫理」支援を

行なってきている。そこには、お互いの倫理概念を

醸成し、知識の共有化を図るものがある。しかし支

援活動は、講演会と同じように、講師の一方的な話

題�供になってしまっている。本年からは、お互い

に意見を交換するような雰囲気で、一人ひとりの意

見をぶつけ合うような活動にしたいと考えている。

そこで�会では、技術者の倫理概念を醸成できる支

援活動のあり方について検討したいと考えている。

　そのためには、教授と学生の関係でなく、技術者

同志の気楽な意見交換の場の構築を目指したいと考

えている。

６．��者の倫理
　和辻哲郎が「人間共同態の存在根�に秩�としての

倫理がある」と説いているように、人間社会は、個

の社会でなく、共同態であるならば、その共同態の

生活をサポートするのが技術者の役割である。従っ

て、技術者に求められる倫理概念は、人間共同態に

存在する倫理概念を根�に、技術者としての倫理概

念が上積みされていることになる。人間は、神のよ

うな�能な能力を有するわけでなく、失敗も、ミス

も犯す愚かな者である。しかも技術者には、常に公

衆の安全を考え、安心を与えられるように敏速に危

害を抑制する行動や、自然災害から救うことを考え

た行動が求められている。

　技術者に求められている倫理概念は、技術士倫理

要綱の�文にある「公衆の安全、健康、および福利の

最優先を念頭に置き、その使命、社会的地位および

職責を自覚し、日頃から専門技術の研鑽に励み、常

に中立・公正を心掛け、選ばれた専門技術者として

の自負を持ち、本要綱の実践に務め行動する」にな

る。そのためにも、技術者には、基�知識を身につけ、

応用する能力、アート心を抱くような倫理観を醸成

することが要求されていると思っている。

あとがき
　わが国の高等教育機関では、JA�EE（日本技術者

教育認定機構）認定を受けて「修�技術者」資格を取

得し、卒業生に付帯するようにしている。技術士は、

このような�の動きの中で、最も重要な役割を背負

わされている。�会では、それらの要請に応えられ

るように、いろいろな意味での技術力研鑽に励み、

技術力向上に努めてきている。技術者倫理は、多く

の同胞の智�や、考え方を�くことによって醸成さ

れると思っている。

　�会では、会員各位のご�力とご意見を拝聴する

ためのアン�ート調査を実施している。会員各位に

おきましては、絶大なるご�力を賜りたく、お願い

申し上げて部会年�報�とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　（倫理研究会　江平　記）



平成 20 年 7 月 1 日 ガイアパラダイム　技 術 士 東 北 第 47 号

ー �� ー�� ーー

１．東北支部の CPD活動の概要
 全国 �支部の 3年間の �PD実施�数を図 -1に示し
ましたが、H19年度は東北支部での �PD活動が最も
活発な状況でした。

　なお、平成 19年度の東北支部の �PD活動の�細
は、巻�に活動実�一覧表として示しましたが、そ
の概要をまとめると以�のとおりでした。

２.　ＣＰＤ活動の経年�化
　東北支部において本格的に �PD活動に取り組んだ
平成 15年からの経年変化を図 -2に示しました。開
催�数として �0� 60�、時間数として 110� 1�0
時間程度の �PD活動が行われており、単純計算では、
毎週 1�は東北の�こかで �PD研修が開催されてい
ることになります。

３．CPDの開催地
　東北支部における �PDの課題として、開催地が宮

�―東北支部の CPD 活動について―
技術士 CPD 委員会報告

支部活動

城県（仙�市）に集中しており、他県の会員に対する
サービスに差がでることが指摘されています（図 -3）。
　昨年度より建設部会を中心として、各県技術士会
との共催行事を行い、宮城県以外の会員の �PD機会
の�大に努めていますが、いまだ十分な状況にはなっ
ていません。

４.　課題項目について
　�PDは、一般共通課題（Ａ）と技術課題（�）に�
分され、それ�れに課題�目が設定されています。
各課題�目がバランスよく開催されることが理想で
すが、専門部会による開催が多いため「専門分野の最
新技術」が多く取り上げられる傾向があります。
　ただし、一般共通課題の「環境」や「安全」に関す
る課題が多く取り上げられている�か、様々な課題
がテーマとして取り上げられています。

５．おわりに
　専門部会及び各県技術士会において �PD活動を企
�・運営されている担�者の皆様方の熱意に感�い
たします。また、会員の皆様には、是�多数の参加
をいただき、継続研鑽の場としてご利用していただ
くことをお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　��PD委員会　橋本　記 )

図 -1　各支部の �PD実施状況
      （県技術士会開催を除く）

表 -1　平成 19年度の �PD開催概要

開 催 数
時 間 数

参加
人数

     ��　�
12��5 時間
   1���� 人
      52� 人

 会　員
  �会員・一般

図 -2　�PD活動の経年変化

図 -3　�PD活動の開催地別時間割合

図 -�　���活動の課題�目
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平成 20 年度�第 1・2 回�会議報告：JABEE 説明員と第 36 回技術士全国大会
政策事業委員会活動報告

支部活動

�記の主要議題 2題について以�の通り報�します。
1.　ABEE説明委員の選任・登録
　平成 20年 �� 10日付けで、会員拡大・技術士活
性化推進�別委員会及び修�技術者支援実行委員会
より、支部長宛に�記についての依頼がありました。
　�委員会は、支部長の依頼を受け東北支部の
JA�EE説明委員を選任し、�記�別委員会に報�い
たしました。
1.1　背景
　技術士一��験の受験者数は、一昨年から減少に
転じ、この影響で数年後には、���験受験者が�
減することが予想されます。
　一方、JA�EE制度発足後、同課程の修了者は�に
6�人を突破し、今後も毎年推定 13千人の JA�EE
課程修了者が輩出されます。しかし、JA�EE課程の
在学生及び教員が、技術士に関する理解が乏しいこ
とや技術士制度に関する関心が�いことな�から、
同課程修了者の���験受験が�調となることが懸
念されます。
　ここに、本会を挙げて、この問題に取り組むことが、
���験受験者及び会員拡大の観点から必要となっ
ています。

1.2　教員・在学生への "���“説明会実�の手順
 

1.3 　東北支部説明員
　政策事業委員会は、東北支部から修�委員会に以

�の 10名の説明員を選任したことを報�しました。
　橋本正志　氏（���委員長）、櫻田隆�　氏（�森
県）、出口清悦　氏（岩手県）、�々�俊�　氏（秋田
県）、江平英雄　氏（山�県）、長尾　晃　氏（福島県）、
長沢和�　氏、陣門謙一　氏、門間　隆　氏、川端
輝男　氏（以上、宮城県）
　�委員会は、「JA�EE説明��テ�スト」勉強会
開催と同時に、�年技術士懇談会と��し説明員の
�員に取り組む予定です。

2.　第 36回���全国大会準備会議について
　平成 21年度の� 36�全国大会は東北支部の担�
で開催されることになっています。（因みに、今年度
の� 35�大会は、島根県�江市にて 10� 1�日に開
催されます。）
　�委員会は、実行委員会の組織化に先立ち、��
の全国支部長会議において議論された「全国大会改革
案」（会員拡大・技術士活性化推進�別委員会）も�
まえながら「全国大会の位置づけ」「目的と意義」に
ついて議論しました。議論の内容は、正式に実行委
員会が立ち上がった折に�言する予定です。

【大会会場の�予�】
　�備会議は、平成 21年 10� 15（�）� 16日（�）
を全国大会開催予定日とし、会場を ｢仙�国際セン
ター ｣に設定し�予�しました。

【全国大会実行委員会】
　大会は、技術士会の主要行事で、所管は事業委員
会（委員長　山口　豊氏）となっております。
　大会実施方針等は、�記委員会とも�絡を密にし
て策定していきます。
　実行委員のメンバーについては、� 1�支部役員
会で、宮城県技術士会、各専門部会長、調査研究委
員会より、�力を頂くことが決議されております。
　6�中に� 1�の全国大会実行委員会を開催する予
定です。　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　　　　　　　　　（政策事業委員会　川端　記）

日時；平成 20 年�5 月 13 日、22 日
場所；東北支部事務局



平 20 年 7 月 1 日ガイアパラダイム　技 術 士 東 北第 47 号

ー 40 ー40 ーー

平成 19 年度の青森県技術士会の活動状況

青森県技術士会活動報告

各県技術士会活動

１．はじめに
　�森県技術士会は、政策事業委員会・継続研鑽

（�PD）委員会・広報委員会の三委員会及び事務局で
構成され、それ�れの役割分担により活動を行なっ
ている。今�はその中から継続研鑽（�PD）委員会、
広報委員会の活動の概略について報�する。

２．継続研鑽（CPD）委員会の活動
　本委員会は会員・技術者及び技術士�験受講者を
対象に研修会の開催を行なっているが、昨年度の開
催は本会主催 3�、�賛 1�の計 ��であった。
2.1　当会主催の研修会

（1）�１�研修会　（平成 19年 5� 26日）
・�年の住宅事情と最新の建築技術
・推進工法における最�の技術動向
　研修会の概要
　�森県技術士会の総会に先立ち、�森県技術士会
会員 25名、Ｒ��Ｍ、一般 12名の合計 3�名の皆さ
んの参加により�１�目の研修会を開催しました。
�一部では積水ハウス�式会社　東�設計部　部長
　��隆一様より「�年の住宅事情と最新の建築技
術」をテーマに、阪神淡�大�災被災者のアン�ー
ト結果では地�発生時に�とん�の被災者はじっと
していることしか出来ないため、住宅の安全確保に
は事�対策がきわめて重要であること。

　　　　　　

　最新の住宅建築技術として耐�住宅・制�住宅・免

�住宅の��、地�ソフト対策として家�の配置・
避難時にブレーカーを�とすな�の火災対策、省エ
�・防火住宅、住宅における�ニーバーサルデ�イン・
�ミレスタウンプロジェクト（シックハウス対策）等
についてのご講義をいただきました。
　�２部では日本�水道管渠推進技術�会　石川専
務理事様より「推進工法における最�の技術動向」と
して、現在までの�水道の普及状況（普及率、総施工
延長 �0� k�､年間施工距離�１� k�）・推進工法
の割合・シールドと推進工法の違い、今後の技術開
発課題な�のご講義をいただきました。

　　　　

（2）� 2�研修会　（平成 19年 9� �日）　
　・技術士�一��験受験対策セミ�ー
　研修会の概要
　�容：基礎、適正、専門、各科目の演習と解説
　　　　講師（代行）：芳賀　光幸
　�森県技術士会では、毎年技術士�一��験合格
を目指している方々のために、受験対策セミ�ーを
開催しています。
　今年のセミ�ーでは、開催��に予定していた講
師の先生が急遽�合がつかなくなり、開催が危ぶま
れましたが、幸いセミ�ー資�を仕上て頂いていた
こともあり、�技術士会員が講師代行を務めること
で実施致しました。
　参加者は男女合わせて 15名でしたが、各�目全般
にわたった演�とその解説について、メ�を取りな

講演状況　��　隆一氏

講演状況　石川　和�氏
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　機関�は、国の出先機関・県の主要機関・市��・
大学等に配布し、技術士の活動・役割りに対する理
解を深めて頂けるよう努めております。
　　　　　　　　利用状況

3.2　青森県���会ホームページ
（１）HP利用状況
　本県技術士会の HPは、会員及び技術士を目指し
ている方への情報発信（行事予定等）と情報交換の場
を目的として立ち上げて �年目になる。
　HPへのアクセス数は年間� 5�000件で地方技術士
会 HPとしてはまずまずかと思われる。

（２）HPの�果と課題
　県技術士会の運営上 HPが果たす最も大きな役割
りは、県技術士会への入会及び登録内容変�通知機
能である。
　昨年度での�会新規入会者は技術士・技術士�・修
�技術者含めて 13名であったがその殆�の方が HP
の入会案内を利用している。
　�験合格者発表が受験番�のみの現在、有資格者
を確認する手立ては本部会員に登録した方を日本技
術士会の HPで検索するしかなく、�会員の方の情
報入手は困難で�会 HPからの入会呼びかけに頼ら
ざるおえない状況にある。現在の�会HPの課題は「フ
リー掲示板」サイトの利用促進である。
　このサイトは利用者からの投�による情報発信・
コミュニ�ーションの場を�供している有意義な？
コー�ーであるが、�込みの利用頻度が少ない状況
である。これは HP内に参加することに��れな事
と客の少ない店には入りづらい理屈と同様のことが
発生していると思われる。
　この機会に皆さんにこのサイトの存在をお知らせ
することにより、活用して頂ければ（良識の範囲で
テーマは自由）幸いである。
　　　　　　　　　　（�森県技術士会　相田　記）

配布先
国･県･大学等

市��
�森県技術士会会員
�賛会社（1社 2部）
研修会等での配布

部数（500部）
 90
 �0

　　　120
 ��
 1�6

がら真剣に取り組んでいました。
　�森県技術士会では�県の技術士を育成するとい
う目的のため、今後も�なる内容の充実を図りなが
ら、�セミ�ーの開催を継続させていきたいと考え
ております。

（3）�３�研修会　（平成 19年 9� �日）
・水環境汚染対策及び強地�時の建築物の振動�性
　　
　��工業大学のご�力の�、同大学の先生方に毎
年講師をして頂いている研修会である。
　�細はガイヤ� �6�（No�1 200�）に掲載済み
2.2　協賛研修会　（平成 19年 6月 13日）
　�森県建設コンサルタント�会の技術研修会に�
賛、講義内容は�記の通り、�森県技術士会会員の
参加者は� 60名中 10名��であった。
①鋼管杭・鋼管矢板の技術動向及び新工法･新技術に
ついて
・杭基�設計・施工便覧改定内容について
・海面廃棄物処分場向け鋼�遮水壁
②鋼管杭・鋼矢板の新規用途について　
・港�のリニューアル工法
・高潮対策事例

３．広報委員会の活動
広報委員会の役割は、会員への情報�供と外部に対
する技術士制度や技術士活動の認知度向上であり、
�記の主な活動内容から今�は「機関�」と�ーム
�ージ」について報�する。
①�森県技術士会機関�「技術士」の編集・発行
②�森県技術士会の�ーム�ージの運用管理
③会員への情報通知（メール）
�会員名簿の管理
3.1　機関誌の発行
�1)機関紙「技術士」
　�森県技術士会の機関紙は平成 �年に初発行、�
森県技術士�会時代は 3・�年に１�の�ースで発行
されていましたが、�森県技術士会発足後は毎年度
発行し昨年 11�の発行で 9�目を数えます。
　機関紙の内容は県技術士会活動や各種技術士情報
を掲載している他、昨年度は「技術士とは�んな人材
か」を各方面の方にご理解頂くため、機関紙の見開
きに「技術士倫理要綱」の 10�を掲載しました。

（2）機関�の活用
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的な働きかけが重要である。また県技術士会の活動
の主軸である部会活動は、依然として�調に推移し
ていることは、本業の合間という制�があり致し方
ない事情はあるとはいえ残念であり、今後の積極的
な部会活動の出来る環境の整備が急務である。
　これらの課題解決の１つの起�剤として、かねて
から長澤代表幹事が検討していたマスター部会の設
立が�体化し、昨年 �� 22日、部会員 9名の参加に
よって設立部会が持たれ、その後偶数�の� 3水曜
日を定例会として、本年 ��まで 5�の部会が持た
れ今後の活動に大きな期待がもたれている。

２．マスター部会活動報告（部会長　保　憲一）
　平成 19年 6� 22日�技術士�会時代の役員で現
在顧問となっている 3名が発起人となり、代表幹事
も出席して設立発起人会議を行う。長澤代表幹事の

「技術士会の活性化のために、その基盤となる部会活
動の進展と技術士の知見を活かした地域��活動の
推進のために、人間的にも技術的にも豊富な経験を
持つ熟達者 �マスター )の参加する部会の設立を進め
たい。」との熱い気持ちを受けて、�のことを申し合
わせる。

　
　

 

　本会は、岩手県技術士会において熟年層に属する
会員が、品位の保持、専門的技術の向上を図りつつ、
互いの親睦を深めると共に、その持てる専門的知識
と経験を活かして、技術士会の活性化と地域社会へ
の��に資することを目的とする。

部会設立の趣旨

 1.  19年�の活動の概要
　岩手県技術士会は、�の �点を活動の理念として
各般に亘る活動を展開している。

　�体的には、会務は総務、広報、事業、研修の �
つの常任委員会において、通常総会及び定例・臨時
を含め ��の役員会の外、新年交賀会・�沢ダム工
事現場見学会・士業交流会や広報�の発刊・会員名
簿の発行・�ーム�ージの運営等を実施した。また
技術士としての研鑽・��を深めるため、会員の専
門分野ごとに組織された道�・河川・鉄道・�市・施
工・�業・環境・機械＆電気・森林＆水産・応用理学
の 10部会による縦�的組織に加えて、専門分野を
超えた��的組織として、任意に参加できる技術フ
�ーラム �53名参加 )が結成され、より組織的・�
率的な活動が展開されている。昨年度は部会では単
独又は合同による新幹線や高規格道�等の現場見学
会・災害現場における考察会等を 6�実施した。ま
た技術フ�ーラムは盛�市南部の住宅地を対象とし
た ｢防災マップ ｣を現地�査と討論の上、完成し公
開した。
　しかしながら、本県の技術士活動も�風満帆とは
言い難く幾つかの課題はある。
　その� 1は 1�年度以来持ち越して来ている「技術
士の社会的知名度の向上」「深い専門的知識と高い
職業的倫理観を持つ技術士の社会的��活動への積
極的参加」については、必ずしも十分�果が上がっ
たとは評価できないことである。このことについて
は、今後主体的条件を整えて�に県市��への積極

岩 手 県 技 術 士 会 活 動 報 告

岩手県技術士会活動報告

各県技術士会活動

・技術士の知識レベルが社会の要求に応えられるよ      
  う常に研鑽する。
・高度化する社会に対応するために技術士の��を
   大切にする。
・地域社会の発展と技術士職能の啓発を図るために、
　社会活動に関するシステムを積極的に構築する。
・技術士を目指す技術者に対して、倫理性のより深
　い技術的な資質を持った先達者として指導する。

　県技術士会会員であり概ね �0歳以上で本部会の
趣旨に賛同するもの、但し本会の入会を�に希�す
るものは、幹事会の承認を得て入会できる。

部会員の要件

　�� 22日 �水 )　P� 0�0時、エスポワールいわて
�3 会議�にて、部会員 9名出席し、� 1�部会議 �設
立部会 )を開催した。

設立集会
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３．現場見学会（東北�力本店ビル）
　�社 )日本技術士会東北支部では、部会毎に定期的
に現場見学会を開催している。しかし、主たる会場
が宮城県仙�周辺で、平日の実施が多いためこれま
で参加は困難であった。しかし今�は、電力会社の
心臓部である「中央給電指令�」の見学が可能とのレ
ジェメを見て、出張の合間を見つけ参加を決意した。
�日（２�２７日）、午後１時過ぎ一��ロビーに集合、
総務担�の案内で本日�一の目的場所である中央給
電指令�のある某��まで、�別エレベータにて�ン
ストップで駆け上がった。入�した会議�にて給電
指令�担�の方から概要パンフレットの説明、広報
用ビデ�（�１５分）を上映があった。

　ビデ�終了後、会議�の隣にあるカーテンを開く
と、そこにはガラス越しの中央給電指令�があった。
通常の勤務は �名 1組の班が５班編成され、３交代
で 2�時間体制で指令�に勤務している。その他の
班はシミュレーション�での訓練や、需給予測等の
勤務にあたっているとの説明を受けた。�に�々は、
指令�と全く同一のシミュレーション�に通され、
中央の大�面に表示される幹線�統図、グラフ表示
される様々な情報、一部訓練時に表示される情報や
担�の机にある操作用 P�を目の�で見ることがで
きた。
　その後、2���外に設置されている太陽光発電設
備、省エ�（�／温水／躯体蓄熱）関�設備、受電
施設の見学を行った。受電（1500kVA× 3�統）は
地中化されたスポット�ットワーク給電を受けてお
り、自家発電も設備として用意されている旨、説明
を受けた。
　いつも出張で出かける客先（東北電力殿）のビル
ではあるが、普段人目につかない（テロ対策上セ�ュ
リティーが厳重な）場所の見学ができたことは有意
義な経験であった。　（機械電気部会長　上平　記）
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　偶数�の� 3水曜日 P� 0�0時、エスポワールい
わて会議�において行う。以後、10、12、2、�各
��三水曜日に定例会を実施した。会議では代表幹
事の県技術士会の現状や課題の報�と、部会長から
の報�・�絡事�の説明の後、申し合わせで決定し
た会員の輪番制により、専門としている分野の今日
的話題や現在研究又は担�している課題等につい
て、�0分� 1時間程度の講話を聴いた後、講和の
内容の質義応答や討論を行って概ね P�2�0に散会
している。

定例会

　��は部会の事業の１つと定めている社会��
の対応について、各会員意見を持ち寄り議論し、�
体的な行動を起こすこととしている。

今後の課題

 指令�の仕事は、コン�ュータで予測された需要
曲線を目�とし、実需要の状況を�ニタリングし、
エリア内の様々な種類の発電所に対して適切な発
電�の指示を行うこと。供給（発電�）＝需要（消費
�）を�衡させることが、周波数（50Hz）の安定
に必�でである。すなわち、（電力貯蔵の研究はさ
れているが）電力は使う分だけしか発電できないこ
と。

 東北電力の発電�を 1とすると東�電力は� �と
なるが、最�、東北電力から東�電力へ電力融通を
行っており、この値を一定に保つことが東日本の�
統安定 �50Hzの�持 )に重要であること。

  需要予測に基づき、コストミニマムで最適な発電
方法（�子力／火力／水力・揚水型／風力）を選択

（通称�ベストミックス）することが重要なこと。

地�受電設備　説明風景



平 20 年 7 月 1 日ガイアパラダイム　技 術 士 東 北第 47 号

ー 44 ー44 ーー

1.  はじめに
　秋田県技術士会の会員数は、現在は賛助会員も含
めて� 130人の大きな組織となった。本会では地元
秋田で �PDへの参加機会を確保する環境整備を進め
るため、平成 19年度には �PD事業部会の�員な�
の強化を図り、各担�が役割を分担しつつ、５�の
���事業を実施した。以�に �PD事業を中心にし
て活動状況を報�したいと思う。

2.  CPD事業報告
2.1　��者倫理講習会
    （H19�5�11実施　参加者 3�人）
 総会に併せて東北支部から講師をお招きし、「技術
者倫理」をテーマとしてご講演をいただいた。 技術
�を主体として �PDを実施していきた本会としては
初の�みであったが、多くの会員に参加していただ
いた。
2.2  ＩＴＳ講習会
   （H19���2�実施　参加者 �0人）
 秋田大学工学資源学部の浜�准教授から「地域に適
したＩＴ�の現状と展�」
をテーマにご講演をいた
だいた。
 先生が開発された�期�
面凍結情報を�供する「つ
る�ビ」な�の紹介とと
もに、日常の「気づき」か
ら新たなＩＴ�への展開
について示唆された。（写
真１　講�の様子、「つる
�ビ」（記者発表資�より））
2.3  秋田県総合食品研究�見学会
  （H19�11�15実施　参加者 30人）
　清酒用酵母や味噌用酵母の開発、ニューバイ�テ
ク�ロジーや先端加工技術な�最新の�学技術を食
品や酒類に生かす研究をしている秋田県総合食品研
究所の見学会を開催した。

　見学に先立ち、研究所で開発された「秋田まるごと
味噌」や秋田の�の味覚ハタハタの卵を加工した「ブ
リコ」の通年利用の研究過程が紹介された。

2.4  醸造��見学会
      （H20�1�19実施　参加者 1�人）
　秋田�主の御用酒として重用された�か、秋田�
の酒造技術者指導を行ったことでも知られる県内屈
指の老舗である�鈴�酒造店の見学会を実施した。
　醸造技術とともに、貴重な文化的な所蔵品も見学
することができた。

　
2.5  秋田市総合計画講演会
      （H20�2�22実施　参加者 2�人）
　秋田市の�内企�調整部長をお招きし、秋田市総
合計�や中心市街地対策等について講演をいただい
た。

３．おわりに
　秋田県技術士会では今後とも �PD事業を積極的に
推進していく方向が確認されている。こうした活動
を通して、自己研鑽のみならず異業種間の交流が図
られ、新たな会員の誘致へとつながるものと確信し
ています。
             　　　　　　（秋田県技術士会　伊�　記）

平成 19 年度の CPD 事業を振り返って

秋田県技術士会活動報告

各県技術士会活動

（写真２　施設見学の状況）

（写真１　研究成果報�に関する資�）
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１９年度の宮城県技術士会の活動状況（２）

宮城県技術士会活動報告

各県技術士会活動

１．第２回��交流会

　日時�平成１９年１１�３０日（�）

　場所�仙�ビジ�ス�テル会議�

　主催�宮城県技術士会

　（1）「温�化防止に向けた電力業界の取り組み」

          講師�東北電力�式会社　

                 土�建築部副部長   小川和明氏

　　　講演要旨

         ・温��果ガス濃度�大と地球温�化の現状

　　　・��議定�の仕組みと問題点

　　　・温��果の仕組み

　　　・電気事業における �O2削減の取り組み

 地球温�化への今後の取り組み

　（2）「道�構造物の�持管理、�国の�橋事例から」

　           　講師�国土交通省東北地方整備局　

                     道�管理課長　�々�一�氏

　　　講演要旨

　　　　・管内橋梁の現状と損傷の分析

　　　　・橋梁�式別対策�分判定

　　　　・一般的な損傷の傾向

　　　　・橋梁点検の課題

　　　　・点検結果の活用について

　宮城県技術士会技術委員会の企�・運営で、東北

支部の�力を得て、上記技術交流会が 3�名の参加の

もとで開催された。小川氏からは、緊急の課題であ

る地球温�化の問題について、その背景や、メカニ

ズム、現状等について判りやすい解説がなされ、つ

いで、��議定�の概要や今後に向けての電気事業

をはじめとする様々な取り組みについて紹介された。

そして、一人一人の行動の重要性を指摘された。また、

�々�氏からは、ストックの�大と高齢化する�が

国の社会資本（�に道�構造物）についての実情につ

いて説明がなされ、それらの点検についての実情と

課題や今後の方向性等について紹介された。

　いずれのテーマも、�が国のこれからのあり方に

大きく関わる問題であり、参加者の関心も高く、熱

心な聴講とその後の議論が展開された。

２．豊年���懇談会

　豊年技術士の立場から、智慧の伝承を視野に入れ

て、高齢者に相応しい矜持を持って社会に��する

ことを理想として広く社会的智慧を磨くべく懇談会

を行ってきている。各自の経験・見�を話題とする

中で、時代の変遷を肌で感じ、処�上の智慧が�変

の真理であることを悟ったのは収穫であった（北�委

員長）。平成 19年 ��より 20年 3�までの間に以�

に示すように��の懇話会を開催した。

　（1）　国土�成計�

　（2）  技術士の倫理（1）

　（3）  技術士の倫理（2）

   （�）　失敗談（1）

　（5）　失敗談（2）

　（6）　中国東北は今（1）

　（�）　続中国東北は今

　（�）  地球環境問題と地域環境問題

３．第２７回「地域産学官と���合同セミナー」支援

　東北支部と共に実行委員会を組織し上記セミ�ー

の企�・運営等に�たっている。

　　開催日�平成 20年 6� 16日

　　　場所�宮城県建設産業会館（仙�市）

　　テーマ�「文明の転換と�学技術」－これからの

　　　　　　技術と技術者の役割

　　　　　　　　　　（宮城県技術士会　野中　記）
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１．受験体験研修会　　　　　　　　　　　　　　

　山�県技術士会では例年、技術士�験受験　希�

者を対象に、合格者受験体験発表会を開催していま

す。� 1�開催の平成元年から数えて今�で 31�目

の開催となります。今年度は �� 1�日山�市��

一�目にある山�県産業創造支援センターで、この

たび技術士一��験に合格された遠�敏雄氏と同じ

く���験に合格された�田朝丈氏の 2名を講師に

体験発表をしていただきました。　�日の参加者は

４２名で、講演終了後には相談コー�ーを設けて、

�験に関することや日頃技術士としての活動に関す

ることな�についての相談を受け、�会の技術士が

懇切�寧に相談の対応にあたりました。

　　　　＜受験研修会案内ポスター＞

　　　　　　　　

　　　　　　　　＜受講風景＞

２．理科支援員等配置事業の�別講師の登録
　文部�学省が推進している小学校５、６年生を対

象にした理�授業の充実、活性をはかる理�支援配

置事業（山�県教育庁義務教育課主管）について、�

別講師の派遣検討依頼が山�県技術士会にあり、ワー

�ンググループで検討の結果積極的に支援していく

ことにしました。

　�別講師の募集をしたところ早速９名の会員から

応募があり、登録を済ませまたところです。

また、地域の子供たちを対象に子供会、�ＴＡ、学

校や公民館な�で�学教�等を開催する際に子供た

ちに指導するサイエンス�ビゲーター制度（山�県文

化環境部学術振興課主管）からも派遣検討依頼があ

りましたので、山�県技術士会では同様に９名の会

員の登録を行っております。

　技術士以外の登録されている講師の方々は元教員、

大学や高校の先生、現役の大学生等が多いようです

が、今後学校や地域の要請に応じて活動していくこ

とになります。会員の活躍を期待するとともにさら

に登録者を募って活動を広げていきたいと考えてい

ます。

　　　　　　　　　　（山�県技術士会　上�　記）

研修会�受験体験研修会�～新合格者からのメッセージ～

山形県技術士会活動報告

各県技術士会活動

日 時 ； 平 成 2 0 年 ４ 月 1 8 日
場 所 ； 山 形 県 産 業 創 造 支 援 セ ン タ ー � 多 目 的 ホ ー ル
講 師 ； 遠 藤 敏 雄 （ 山 形 県 建 設 技 術 セ ン タ ー 、 事 業 部 次 � ）
� � � � � � � 堀 田 朝 丈 （ 日 本 地 下 水 開 発 株 式 会 社 、 事 業 本 部 � 地 盤 環 境 部 ）
理 科 支 援 員 等 配 置 事 業 特 別 講 師 お よ び サ イ エ ン ス ・ ナ ビ ゲ ー タ ー の 登 録 に つ い て
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2.　はじめに　　

　福島県技術士会の組織体制がとられて３年を経過

しました。この時事務局を移転したのが大きな変化

でした。事業としては、以�と�べ�段新しい事業

も取り入れてはおりません。それまでのものを継続

しております。技術士の倫理観や技術を高める継続

研鑽（�PD研修）や現場見学会を主な事業として活

動を展開しております。

　年１�、会�「たくみ」も発行しております。会�

は、予算が厳しいため、広�収入を印刷費に�填し

発行しております。

　以�に 19年度の県技術士会の活動概要を紹介しま

す。

2.　福島県���会の活動紹介
2.1　福島県���会の会員数
　20年３�の会員数は 10�名、���験合格者には、

本部及び県技術士会への入会を勧めていますので、

入会会員が転出会員を上�り�年度より会員は�え

ております。この他、会員が所属する企業 2�社が団

体会員になっております。団体会員の数は、事業所

の�減等により減っております。

　会員の部門としては、建設部門が� 50％、�いで

�業部門と総合管理部門が各� 13％、水道部門�

�％な�の構成になっております。

2.2　継続研鑽（CPD）の開催
　�PD活動は、技術部会のメンバーを中心に企�・

実行しております。19年度は、3�開催しています。

�１�は総会の後、小野寺文昭講師により「技術士倫

理要綱について」、森　雅人講師により「繊�物質を

用いた高含水率汚泥の新しい再資源化工法について」

２つの講演を実施しました。倫理問題は技術士個人

がわきまえ、責任を持たなくてはなくてはならない

課題で熱心な聴講でした。（右上写真）

 

　�２�は、環境省の出井、大倉氏による「みんなで

つくる環境政策� 21��環境立国戦略」についての

セミ�ーを EPO東北と共催で開催しました。

　環境問題は皆が関心を持ち、��議定�の温�化

ガスの排出�減目�（年 6％）を国、企業が�のよう

な手段で達成するのか、そのス�ームが示されまし

た。

　家庭や個人においても�をすればよいのか、注目

されている時宜を得たセミ�ーで、技術士だけでな

く環境保護活動グループのリーダー、県、市も参加

していただき 5�名の参加者で活発な質疑も行われま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　� 3�は阿部　壽講師による「技術士が取り組むべ

き課題」、福島県北建設事務所による「�市計�道�・

小倉寺�大森線の現場見学（HEP＆ JES工法）」とし

て、講演と現場見学を行いました。この研修会は、

31名の参加者があり、阿部講師は、技術士は専門知

識だけでなく広く社会・経済等にもいつも関心を持

ち社会に知られた存在になることに努力することの

講演でした。

　現場見学では、JR在来線（東北線）の�を立体交

差で車道・歩道を通す工事で鉄道を遮�しないでで

きる�削工法（HEP＆ JES工法）を講演聴講の後、

現場見学を行いました。

　この他、「新しいアーバンデ�イン・地域の力を活

福島県技術士会の活動の概要について

福島県技術士会活動報告

各県技術士会活動
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用するセミ�ー」、「地域の防災・安全を考える市民

講座」、「福島産学官学術セミ�ー」を後援開催しま

した。

 

　　　　　　

2.3　機関誌「たくみ８号」の発行
　会員の技術課題や論文の寄�をベースに、�PD研

修会の講演要旨、技術士���験合格者体験記を主

要記事内容とし、それに県内事業所の広�掲載につ

いて広報部役員が事業所を訪問し広�の募集を行い、

編集発行しています。会員、国、県等の機関に配布

しました。

2.4　���活用の要請活動
　19年 6�に県、国、市等の行政機関（6�機関）に

対し、要請�を持参し機関の長を訪問して、地方自

治体の行政機関等に技術士制度の理解を広め、各種

審議委員や政策専門分野担�委員な�に技術士の活

用を図っていただきたいことを呼びかけました。

2.5　���資格取得講習会の開催
　（社）福島県建設技術�会の後援で技術士国家�験

の概要を支部事務局長川端氏が担�され、つづいて、

合格者の受験体験報�を内容として、県内２地域で

開催しました。合わせて �0名��の出席者がありま

した。

2.6　総会・総務・広報・��部会の開催
　会の活発な運営と事業実施のため各部会を組織し

ております。�体的には、事業計�・予算並びに総

会等の開催について会合を持ち審議しております。

�PD研修は、会員�か団体会員の技術者も聴講して

おります。�PD受講証の発行対象にはなりませんが、

有益なセミ�ー等は後援も行っております。19年度

は、３部会合わせて１�の開催をし、�PD研修会の

開催及び会�の発行について�議しております。

 

　　　　　

2.7　本部理事会・支部役員会等への出席
　本部理事は、年６�理事会及び臨時総会へ出席し

技術士会の動きについての情報を得ることや本部へ

会の運営等に対する意見な�を�申しております。

　東北支部へは、平井代表幹事・渡辺理事・長尾専任

幹事が「支部役員会」へ年４�出席しました。

渡辺理事は「地域産学官と合同セミ�ー」、「一��験

合格者ガイダンス・歓迎会」へ出席しました。

「政策事業委員会」へ年３�渡邉副代表幹事が出席し

ました。それ�れ支部事業の運営に参�しております。

2.8　関係機関・団体等への受験申込書の配布
　県の関係各部、関係機関、各�会等へ�一�、�

���験の受験申込�を配布し、所属職員等に対す

る受験啓発を呼びかけました。

　事務局へ申込�を取りに来る受験者もあります。

19年度技術士�一��験・平成 20年度技術士

　　　　　　���験受験申込�配布実�表

�験種別 配布期間 受験申込�

  配布部数（部）

�１��験 H19年６�１日� 2��（225）

 H19年７�９日 

�２��験 H20年４�１日� 96（12�）

 H20年５�９日 

（　）は�年度　　　　　　　　

2.9　親善ゴルフ大会の開催
　１９年 11�に開催し、会員相互の親睦を図ってお

ります。　

　　　　　　　　　　（福島県技術士会　�野　記）

「技術士が取り組むべき課題」研修会
「19年５�開催の総会の模様
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　私の趣味の一つに篆刻 �てんこく )があります。

　篆刻を始めるまではソフトボールと写真でした。

　いずれも名古屋の転勤時代のことで、ソフトボー

ルは 10年間公認審判を、写真は中日写�な�のコン

テストに出品したりしていましたが、その後、平成

４年に転勤で仙�にきました。仙�に来た頃には審

判と写真とも継続するつもりでしたが、ソフトは名

古屋��盛んでないようで、また、所属する適�なﾁ

ｰﾑが見つからず公認の審判をやめることになりまし

た。そんなことで以�に東�や名古屋時代に�道展

で見た篆刻印の印影の�な朱文字に興味を持ってい

たのでこの機会に篆刻に方向転換したのです。　

　篆刻を始めたのは仙�に来て 3年��経ってから

です。学んだのは��Ｋの文化センターで全日本篆

刻�盟理事の菅埜暢水先生の講座で学びました。

　5年間毎週１�の授業でした。�時会社での立場

が少し楽な立場になったとは言え毎週は大変でした。

　その間、上海での全日本篆刻�盟篆刻展や杭�西

�の辺りにある篆刻の総本山である西怜印社や、中

国最後の文人と言われ清朝時代に活躍した篆刻家呉

昌碩の記念館（浙江省安�県）で良い作品を鑑賞する

ことが出来たのは大変参考になっています。

　たまたま、平成 15年�頃作品のために彫る語句を

�していた際に「守破離」と言う熟語を偶然に見つけ、

その機会にセンターをやめることにしました。

　やめた理由は、「守破離」とは物事を�得する上で

の段��を三つに分けた言葉で、その中の「離」は自ら

独自の道を確立させる最終段��のようで、その守破

離の主旨にあやかってやめた訳です。

　その後は、独自に自由に石に取り組み楽しんでい

るところです。

　そこで篆刻とは、中国で�� 1200年頃（殷周時代）

印章を基に発達し、その後秦の始皇帝が統一した篆

�体の文字を石や�に刻んで印にするもので身�な

ものとしては��の�款な�があり、�年は一つの

芸術の分野として確立されてきました。

　�んな文字を刻むかと言うと座右の銘や古語文や

��語な�自分の主張したい�潔な語句を選びます。

　作品の�作のプロセスを示せば�のとおりです。

①撰文②校字③�印��印��布字�刻む��刀�

押印　その後は和紙に裏打ちして表�し�入れや掛

け軸にします。展覧会等に出品する場合にはプロの

表�師にお願いすることが多くなります。

　篆刻に用いる印材は、殆�中国か�ンゴル産で普

通は�田石を用いることが多いが鶏血石の様に�彩

な�に魅力のある石も多くあります。

　私は篆刻の楽しさは、語句を撰ぶこと、それを篆

刻�典で調べ文字の構図を印�にするところにある

と思います。印�は厚手の黒紙に朱墨と墨で完成予

想図を作るのですが�日も時間をかけ修整します。

　刻むのは、ゾリゾリと彫る快感がありますがそれ

��時間はかかりません。

　篆刻は、一寸（3ｃｍ�方）から三寸位の印面に刻

んで文字を表現したもので、そのため「方寸の�界」

ともいわれています。小さな印面を宇宙に見立て文

字のデ�インや余�のバランスで創造性を表現でき

る奥の深い魅力を持っています。

　篆刻を始めてから漢字の成り立ちや漢�とともに

中国の古事に

も興味を持つ

よ う に な り 、

小さな石も私

の頭の中では

大きな�界と

なって楽しみ

を�していま

す。　　

　　　以　上

「方寸の世界」篆刻を楽しむ
井上�英雄

わたしの趣味

技術士（建設部門）・土木学会フ��ー会員・土木学会フ��ー会員
井上技術事務所

萬　物　斉　同　　（6× 6ｃｍ）
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「第 36 回技術士全国大会（仙台）」の概要

お知らせ

　平成 21年度に�３６�技術士全国大会が東北支部の

担�で仙�市にて開催されます。先般、支部政策事業委

員会の仙�市在住委員により� 1��備会議が開催され、

大会のアウトラインが決定されたのでお知らせします。

　なお、現在は� 1��備会議を開催した段��であるこ

とや、本部にて「全国大会改革案」が議論され、従来の

大会開催のあり方を見�さなければならない機運が出て

きていることから、�記の内容は今後変�されうること

をご承知置きください。

１．仙台大会の開催�針
1.1 仙台大会の位置づ�
　全国の技術士会会員が一堂に会し交流を深めることを

一義的に考えるが、その過程で技術士会が社会に対して

如�に広く関与していくべきかを全国の支部、部会、専

門委員会等で議論し、その結果を全国大会に持ち寄り社

会に発信し、もって一般社会に対する技術士会の存在を

ア�ールする場とする。

1.2 仙台大会の開催目的
　� 36�全国大会の開催目的を以�のようにする。

①　全国の技術士会会員の交流

②　全国の技術士会会員の技術研鑽

③　技術士会としての社会に対する情報発信

�　技術士会の一般社会に対する認知度向上

1.3 仙台大会の意義
　わが国における様々な事象に対し、技術士会としての

見解、解決方策、あるべき姿を�言し、一般社会に発信

することである。

２．仙台大会の開催趣旨
　わが国における様々な事象のうち、地球環境問題と密

�に関�し、�界規模で大きな問題となる可能性を秘め

ている「食�問題」に関し、技術士会の各部門の専門家

として如�にすべきか？に対しての見解、解決方策、あ

るべき姿を�言し、一般社会に発信するとともに、関係

方面に働きかけを行うものである。

※議論したことを実現のため実践に移すことが今までの

大会と大きく異なるところである。

３．仙台大会実�要領
　日本技術士会は技術士ビジョン２１の中で、｢全国

大会等を通じ技術士間の相互交流と相互扶助および社

会への情報発信を行う ｣とされている。

　仙�大会は、この趣旨を�まえ、�述の仙�大会開

催方針に基づき、以�の要�で開催する。

（1）実�期間
　　　平成 21年 10� 16日� 1�日（日）

（2）実�場�
　　　仙�市　仙�国際センター

（3）実�行事
①　平成 21年 10� 16日（�）1��00�

　　�一部�記念式典

　　��部�記念講演会

　　�三部�記念レセプション

②　平成 21年 10� 1�日（土）

　　部門別分�会

　　全体総括会議

③　平成 21年 10� 1�日（日）

　　仙�市�郊小�行

　　（�葉城址、瑞鳳殿、水道記念館、�島…）

　　ゴルフ交流

（4）大会テーマ
　　　「技術士会の存在意義を問う」

　　　　　　�技術士は安全・安心を守れるか�

（5）その�
　仙�大会では、全国の支部、部会、専門委員会で同

一のテーマに対して�広く討論を重ね、それを持ち寄

り部門別分�会を開催し、意見集�し全体の総括会議

で技術士会としてのあるべき姿を「仙�宣言」として

発表する。またその実現のため技術士会として国をは

じめとした関係機関に働きかけることまでするものと

したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　（政策事業委員会　長沢　記）



　水の惑星、ガイア。このイメージに重ね合
わせて、「ガイア・パラダイム」の表紙デザイ
ンを一新して 2 回目の発刊となりました。
　地球上の水のほとんどが海水で、淡水は南
極や氷河、万年雪、地下水などを含めても約
2.5％ですが、このうち、人が利活用しやすい
河川や湖沼の淡水はわずか約 0.3％だそうで
す。20 世紀は火（エネルギー）の世紀と言
われましたが、21 世紀は正に水の世紀にな
りそうです。30 年ほど前までは、「地球は寒
冷化に向う」という報告があったような記憶
があります。しかし、近年、人間の急激な生
産活動が温室効果ガスを発生させ、ガスによ
る地球温暖化の確率が 90％と決めつけられ
ました。
　会誌が届くころ、北海道洞爺湖サミットで
は、地球温暖化がもたらす水、エネルギー、
食料不足、人口増加や平和と人権等が話し合
われていることでしょう。温室効果ガスの削
減は環境技術や環境倫理、排出量取引だけで
は難しく、大国のアメリカや中国などが本気
で削減努力しなければ解決できないと考えま

す。
　母なる大地・母なる海（マザーアース）に
対して、「父なる天」という言葉がありますが、
一体、「父」の存在はどこにあるのでしょうか。
　（独）宇宙航空研究開発機構、（独）国立環
境研究所と環境省は共同で、温室効果ガス観
測技術衛星（GOSAT）を 08 年度中に打ち
上げを予定でおります。GOSAT は CO2 など
の温室効果ガスを全球的に、濃度分布、亜大
陸規模での吸収・排出状況、さらに時間的変
動も把握できるそうです。現在、世界で CO2

の排出量を 250 ヶ所で測定しているそうです
が、この GOSAT を世界の科学者が活用すれ
ば、全世界の約 160,000 ヶ所で CO2 の測定
が可能になるようです。
　科学立国日本は、このプロジェクトを全世
界に大きくアピールし、分析と評価によって
環境とエネルギーは表裏一体であることを訴
え続け、「父の威厳」と「存在感」を示しても
らいたいものです。

                            （広報委員会　柴田　記）

あ　と　が　き

■ 広報委員会委員

委員長	 	 井口　高夫　（建設、総合技術）
委　員
・会誌検討会	 大重　兼志郎（建設）	 	 　　鹿又　敏一（建設、総合技術）
	 	 柴田　友禧　（建設、総合技術）	 　　
・広報検討会	 有馬　義二　（建設）	 	 　　今田　晃　（建設、総合技術）
	 	 桂　利治　　（建設、総合技術）	 　　長尾　晃　（建設、総合技術）

県技術士会広報担当　
・青森県　	�田　�一郎（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）�田　�一郎（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）（建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）建設、総合技術）　 ・��県　 ��　��（����）総合技術）　								・��県　 	��　��（����）
・秋田県　	伊藤　誉志広（建設）　　 　　　　　　・��県 ��　　�（建設）		　　　　　　・��県 ��　　�（建設）・��県					��　　�（建設）��　　�（建設）（建設）
・山形県　�村　裕司　（建設）　　	　　　　　　 ・��県 ��　��（建設）　　　　　　		・��県 ��　��（建設）・��県					��　��（建設）
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